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一

清
初
・
張
沐
の
「
性
是
功
夫
」
説
と
そ
の
背
景

馬
　
淵
　
昌
　
也

は
じ
め
に

　

以
前
、
筆
者
は
、
劉
宗
周
（
一
五
八
七
─
一
六
四
五
）
と
陳

確
（
一
六
〇
四
─
一
六
七
七
）
の
思
想
的
同
異
を
論
じ
た
論
文

に
お
い
て
、
清
朝
に
入
っ
て
か
ら
の
、
本
来
聖
人
を
廃
棄
し

て
、
後
天
的
善
形
成
論
に
た
つ
人
々
の
存
在
に
言
及
し
た1
。
そ

の
折
、
戴
震
（
一
七
二
四
─
一
七
七
七
）
に
先
立
つ
事
例
と
し

て
、
張
沐
（
一
六
一
八
─
一
七
〇
二2
）
の
存
在
を
指
摘
し
た
。

こ
れ
は
、
唐
鑑
（
一
七
七
八
─
一
八
六
一
）
の
『
国
朝
学
案
小

識
』
に
記
載
さ
れ
た
内
容
に
も
と
づ
き
、
張
沐
の
発
言
に
、
孟

子
の
い
う
四
端
を
完
全
な
る
性
と
し
て
の
仁
義
礼
智
の
発
現
と

み
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
拡
充
し
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
仁
義

礼
智
が
確
立
さ
れ
る
と
い
う
発
想
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を

報
告
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
一
方
で
張
沐
に
は
、
本
来
聖

人
説
を
前
提
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
発
言
が

あ
る
こ
と
に
も
言
及
し
た
。
そ
も
そ
も
唐
鑑
は
張
沐
を
心
宗
学

案
に
分
類
し
て
い
て
、
こ
れ
も
心
に
完
全
な
本
来
性
を
期
待
す

る
立
場
の
感
触
を
強
く
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
錯
綜

し
た
事
態
に
対
し
、
張
沐
の
著
作
を
目
睹
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

な
か
っ
た
筆
者
は
、
張
沐
思
想
の
全
体
像
に
つ
い
て
、
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
ほ
か
な
か
っ
た
が
、
こ
の
た
び
、
立
教
大
学
の

林
文
孝
氏
の
慫
慂
に
よ
り
、『
四
庫
存
目
叢
書
』
に
収
め
ら
れ

た
『
遡
流
史
学
鈔
』
を
通
覧
す
る
こ
と
が
で
き
、
彼
の
思
想
の

構
造
に
つ
い
て
概
略
的
な
が
ら
一
定
の
認
識
を
得
た3
。
そ
こ

で
、
前
稿
の
不
備
を
補
い
、
清
朝
初
期
に
お
け
る
本
来
聖
人
か

ら
の
離
脱
の
動
き
の
一
例
と
し
て
の
張
沐
に
つ
い
て
、
改
め
て

位
置
づ
け
直
し
た
い
。

一
︑ 

張
沐
の
功
夫
論
│
存
養
・
立
志
・
窮

理
・
力
行
の
体
系

　

張
沐
の
思
想
的
営
為
で
最
も
注
目
を
引
く
の
は
、
彼
が
作
聖

の
功
夫
（
工
夫
）
の
問
題
を
関
心
の
中
核
に
お
い
て
い
た
こ
と

で
あ
る
。
彼
は
自
分
自
身
で
も
、
次
の
よ
う
に
功
夫
が
自
ら
の

関
心
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
を
告
白
し
て
い
る
。

　

わ
た
し
の
語
る
こ
と
は
、
ど
う
語
ろ
う
が
、
功
夫
だ
け

で
あ
る
。
…
他
人
が
語
る
こ
と
は
、
ど
う
語
ろ
う
が
、
現
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成
の
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。（
吾
所
言
、
千
説
萬
説
、
只

是
功
夫
。
…
人
之
所
言
、
千
説
萬
説
、
只
是
見
成
。『
四

庫
存
目
叢
書
』
子
部
二
一
冊
七
二
二
頁
・『
遡
流
史
學
鈔
』

巻
三
・
三
五
葉
。
以
下
同
様
。）

　

で
は
、
ま
ず
彼
の
功
夫
論
を
み
て
み
よ
う
。「
學
問
唯
存
養

功
夫
爲
緊
關
」（
七
五
五
頁
・
巻
六
・
八
葉
）
と
い
う
ご
と

く
、
張
沐
が
最
も
重
視
し
た
功
夫
は
、
存
心
と
も
い
わ
れ
る
存

養
で
あ
っ
た
。

　

孔
子
門
下
で
は
、
存
養
の
工
夫
が
ま
ず
や
る
べ
き
こ
と

だ
。
…
存
と
い
う
の
は
理
を
存
す
る
こ
と
、
養
と
い
う
の

は
理
を
養
う
こ
と
だ
。（
孔
門
存
養
工
夫
、
爲
最
先
一

層
。
…
存
者
存
乎
理
、
養
者
養
乎
理
。
七
四
一
頁
・
巻

四
・
三
六
葉
）

　

こ
れ
は
、
敬
と
も
い
わ
れ
る
。

　

敬
と
は
、
徳
が
集
ま
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
存
養
の

工
夫
で
あ
る
。（
敬
者
、
德
之
聚
也
、
此
是
存
養
工
夫
。

八
八
九
頁
・
巻
一
四
・
一
六
葉
）

　

要
は
心
を
見
つ
め
て
、
常
に
警
戒
を
怠
ら
ず
、
主
宰
性
を
確

保
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。

　

心
が
明
ら
か
で
な
く
な
る
の
は
、
放
た
れ
て
い
る
こ
と

に
よ
る
。
心
の
体
は
本
来
明
ら
か
で
あ
り
、
収
め
取
れ
ば

お
の
ず
と
暗
く
は
な
く
な
る
。
一
念
が
つ
ね
に
あ
る
よ
う

に
し
、
常
に
自
分
の
こ
と
と
し
て
引
き
受
け
て
反
省
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
は
っ
と
目
が
醒
め
る
と
こ
ろ
が
あ
れ

ば
、
厳
し
い
師
が
や
っ
て
き
た
と
同
じ
く
、
お
の
ず
と
手

足
を
整
え
る
が
、
こ
れ
が
心
の
体
だ
。
し
ば
し
あ
っ
て
ぼ

ん
や
り
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
ま
た
放
た
れ
た
の
で
あ

る
か
ら
、
そ
こ
で
自
分
で
も
と
ど
お
り
に
す
べ
く
収
め
と

る
。
こ
う
す
れ
ば
次
第
に
明
る
く
す
っ
き
り
と
し
て
き

て
、
愚
か
さ
は
日
々
に
薄
ま
り
、
と
ど
こ
お
り
は
日
々
解

消
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。（
心
之
不
明
、
由
其
放
也
。
心
體

本
明
、
収
自
不
昏
。
須
是
一
念
常
在
、
常
時
自
己
體
貼
反

照
。
猛
然
有
醒
處
、
便
如
嚴
師
至
一
般
、
手
脚
自
去
整

理
、
此
心
體
也
。
稍
時
模
糊
、
是
又
放
去
、
即
自
収
求
復

然
。
如
此
漸
自
明
朗
爽
利
、
昏
愚
日
薄
、
沾
滞
日
開
矣
。

七
五
三
頁
・
巻
六
・
四
葉
）
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彼
は
、
こ
の
存
心
の
功
夫
に
よ
っ
て
、
常
に
覚
醒
し
た
あ
り

方
が
維
持
さ
れ
、
外
か
ら
来
る
事
象
に
対
し
て
も
倫
理
的
に
正

し
く
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
す
る
。

　

功
夫
に
つ
い
て
は
、
見
た
と
こ
ろ
、
た
だ
一
念
が
常
に

存
し
て
い
る
こ
と
が
効
果
的
だ
。
堂
屋
を
建
て
る
者
は
必

ず
ま
ず
土
地
を
整
え
る
。
道
を
学
ぶ
者
は
、
必
ず
ま
ず
そ

の
心
を
治
め
る
。
心
は
道
徳
の
地
な
の
で
あ
る
。
心
を
治

め
る
功
夫
は
、
存
養
の
ほ
か
に
な
く
、
存
養
の
要
点
は
、

こ
の
心
が
常
に
存
す
る
よ
う
に
す
る
だ
け
で
あ
る
。
心
は

本
来
霊
妙
な
も
の
で
、
逸
出
せ
ぬ
よ
う
に
養
え
ば
、
日
々

成
熟
精
密
に
な
り
、
綱
常
名
節
は
次
第
に
わ
か
る
し
、
声

色
貨
利
の
念
は
次
第
に
な
く
な
る
。
こ
の
功
夫
は
甚
だ
迂

遠
な
よ
う
だ
が
、
必
ず
効
果
が
あ
る
。（
功
夫
看
來
只
是

一
念
常
在
爲
得
力
。
構
堂
者
必
先
營
其
地
、
學
道
者
必
先

治
其
心
。
心
者
道
徳
之
地
也
。
治
之
功
、
不
外
存
養
、
存

養
之
要
、
只
要
此
心
常
在
而
已
。
他
本
是
神
靈
之
物
、
養

得
不
走
作
、
日
熟
日
精
、
綱
常
名
節
、
漸
自
會
、
聲
色
貨

利
、
漸
自
去
。
此
功
甚
迂
、
而
必
效
。
七
六
六
頁
・
巻

六
・
三
〇
葉
）

　

こ
の
存
心
の
は
じ
め
は
立
志
と
し
て
特
出
さ
れ
る
。

　

立
志
・
存
養
・
窮
理
は
、
す
べ
て
存
養
の
一
事
で
あ

る
。
立
志
は
存
養
の
は
じ
め
、
窮
理
は
存
養
の
落
ち
着
き

ど
こ
ろ
。
わ
け
れ
ば
き
ち
ん
と
順
序
が
あ
る
。（
立
志
、

存
養
、
窮
理
、
總
是
存
養
一
事
。
立
志
是
存
養
起
頭
、
窮

理
是
存
養
落
脚
、
分
之
確
有
次
第
。
七
五
二
頁
・
巻
六
・

三
葉
）

　

そ
し
て
こ
の
存
心
を
持
続
し
て
ゆ
く
先
に
、
窮
理
が
出
て
く

る
と
い
う
。

　

ま
ず
敬
で
こ
の
心
を
存
し
、
そ
れ
を
明
晰
誠
実
に
せ
し

め
る
。
そ
れ
か
ら
窮
理
を
行
っ
て
こ
の
心
を
存
養
し
て
、

ま
す
ま
す
明
晰
誠
実
に
せ
し
め
る
。
心
が
明
晰
誠
実
に
な

っ
た
ら
、
そ
れ
は
た
と
え
ば
串
の
よ
う
な
も
の
だ
。
そ
れ

か
ら
明
晰
誠
実
な
る
心
で
外
の
事
象
を
整
序
し
、
外
物
を

統
御
す
る
。
事
物
は
銭
の
よ
う
な
も
の
だ
。
こ
の
明
晰
誠

実
な
る
心
で
万
物
を
つ
ら
ぬ
く
の
で
あ
り
、
た
と
え
ば
串

で
銭
を
貫
く
の
が
、
こ
れ
に
似
て
い
る
。（
先
以
敬
存
此
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心
、
使
之
明
誠
、
後
以
窮
理
存
養
此
心
、
使
益
明
益
誠
。

心
既
明
誠
矣
、
辟
如
串
也
。
然
後
以
明
誠
者
而
治
外
事
、

御
外
物
焉
。
事
物
則
如
錢
也
。
以
此
明
誠
之
心
貫
穿
萬

物
、
辟
如
以
串
貫
錢
、
斯
類
之
矣
。
九
一
七
頁
・
巻
一

六
・
二
葉
）

　

窮
理
は
、
ま
ず
は
「
聖
人
経
書
」
を
対
象
に
す
る
こ
と
が
提

唱
さ
れ
る
。

　

窮
理
は
、
第
一
は
聖
人
の
経
書
を
よ
む
こ
と
に
あ
る
。

内
外
と
本
末
、
精
微
と
広
大
、
体
あ
り
用
あ
り
、
静
な
れ

ば
聖
、
動
な
れ
ば
王
、
一
切
の
理
す
べ
て
が
具
ら
ざ
る
な

く
、
千
古
以
来
の
人
情
の
変
化
の
さ
ま
、
物
理
の
些
細
な

点
、
善
だ
っ
た
り
悪
だ
っ
た
り
、
似
て
い
る
も
の
や
真
・

偽
な
ど
も
、
そ
の
す
べ
て
に
源
と
末
が
あ
る
の
で
、
心
力

を
尽
く
し
て
、
わ
が
身
で
体
し
て
窮
め
る
べ
き
で
あ
る
。

ず
っ
と
や
っ
て
い
れ
ば
皆
わ
が
も
の
と
な
り
、
お
の
ず
と

大
変
聡
明
な
る
者
と
な
る
。（
窮
理
、
第
一
在
讀
聖
人
經

書
。
内
外
本
末
、
精
微
廣
大
、
有
體
有
用
、
靜
聖
動
王
、

一
切
之
理
、
無
不
倶
備
、
及
千
古
來
人
情
變
態
、
物
理
瑣

細
、
或
善
或
惡
、
疑
似
眞
僞
、
亦
皆
各
有
原
委
、
須
竭
盡

心
力
、
以
身
體
會
而
窮
究
之
。
久
久
皆
爲
我
得
、
自
成
一

大
聰
明
人
。
九
九
三
─
四
頁
・
巻
二
〇
・
八
─
九
葉
）

　

更
に
は
、
日
常
の
万
事
に
お
い
て
考
察
す
る
。

　

さ
ら
に
日
常
に
お
い
て
事
物
に
遇
え
ば
、
そ
れ
に
従
っ

て
体
察
し
、
未
来
に
つ
い
て
は
あ
ら
か
じ
め
得
失
を
考
慮

し
、
過
去
に
つ
い
て
は
省
察
し
、
現
在
に
つ
い
て
は
斟
酌

し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
善
に
つ
い
て
は
そ
ち
ら
へ
移
ろ

う
と
思
い
、
過
ち
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
改
め
よ
う
と
思

い
、
移
り
改
め
続
け
る
中
で
理
が
ま
す
ま
す
わ
か
っ
て
き

て
、
道
が
ま
す
ま
す
精
密
に
な
る
。（
又
須
於
日
間
遇
事

遇
物
、
隨
在
體
察
、
未
來
須
預
慮
得
失
、
過
去
須
省
察
得

失
、
現
在
須
斟
酌
得
失
、
善
則
思
其
遷
、
過
則
思
其
改
、

遷
遷
改
改
之
中
、
而
理
愈
出
、
道
愈
精
矣
。
九
九
四
頁
・

巻
二
〇
・
九
葉
）

　

そ
し
て
見
て
取
っ
た
理
を
心
に
ひ
き
つ
け
て
ゆ
く
の
で
あ

る
。　

一
理
を
学
び
え
た
ら
、
心
に
存
し
て
お
の
れ
の
理
と
す
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五

る
。
一
理
を
問
う
て
つ
か
ま
え
た
ら
、
心
に
存
し
て
己
の

理
と
す
る
。
一
理
を
考
え
て
つ
か
ま
え
て
も
、
弁
別
で
き

て
も
、
い
ず
れ
も
心
に
存
し
て
己
の
理
と
す
る
の
で
あ

る
。
こ
の
時
は
ま
だ
篤
行
に
は
及
ん
で
い
な
い
の
で
、
未

発
の
中
で
は
な
い
か
？
篤
行
に
及
ん
で
始
め
て
こ
の
理
を

も
ち
だ
す
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
天
下
の
大
本
で
は
な
い

か
？
（
學
得
一
理
、
存
諸
心
、
以
爲
我
之
理
。
問
得
一

理
、
存
諸
心
、
以
爲
我
之
理
。
思
得
一
理
、
辨
得
一
理
、

皆
存
諸
心
、
以
爲
我
之
理
。
此
時
尚
未
及
篤
行
、
豈
非
未

發
之
中
乎
？
待
篤
行
、
方
纔
是
將
此
理
把
出
、
豈
非
天
下

之
大
本
乎
？
九
九
三
頁
・
巻
二
〇
・
八
葉
）

　

窮
理
の
先
に
は
、
力
行
（
篤
行
）
が
く
る
。

　

立
志
の
時
は
、
行
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
粗
率

で
あ
る
。
…
窮
理
の
段
階
と
な
る
と
、
博
学
・
審
問
・
慎

思
・
明
弁
の
後
、
理
が
中
に
誠
で
あ
れ
ば
、
お
の
ず
と
外

に
現
れ
る
。
と
な
る
と
行
は
真
実
の
行
と
な
り
、
こ
れ
は

つ
と
め
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
い
わ
ゆ
る
篤
行
の
こ

と
で
あ
る
。
舜
の
朝
廷
で
語
ら
れ
た
精
一
も
、
こ
の
順
序

で
あ
っ
た
。
窮
理
の
功
夫
を
行
っ
て
、
理
が
精
に
な
る

と
、
内
側
に
は
こ
の
理
が
あ
り
、
外
に
行
い
出
す
の
も
こ

の
理
で
あ
っ
て
、
内
外
が
全
体
に
ひ
と
つ
と
な
る
。
そ
こ

で
一
と
い
う
の
で
あ
る
。（
立
志
時
、
非
無
行
、
但
粗
率

耳
。
…
至
窮
理
、
則
博
學
審
問
愼
思
明
辨
之
後
、
理
誠
於

中
、
自
形
於
外
、
則
行
爲
眞
行
、
乃
不
可
不
力
耳
。
所
謂

篤
行
之
也
。
虞
廷
之
精
一
、
亦
此
次
第
。
用
窮
理
之
功
、

理
既
精
矣
、
内
邊
此
理
、
行
出
外
邊
、
亦
即
此
理
、
内
外

總
只
是
一
個
、
故
曰
一
。
九
九
五
頁
・
巻
二
〇
・
一
一

葉
）

　

こ
れ
が
大
学
に
い
う
格
物
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
明
ら
か
に

な
っ
た
理
を
物
の
上
に
発
揮
し
て
み
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

致
知
と
い
う
の
は
理
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、

格
物
と
い
う
の
は
、
習
い
行
う
こ
と
で
あ
る
。
…
明
ら
か

に
し
た
理
を
ま
ず
事
で
試
し
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
練
習
し
て

精
熟
し
て
す
こ
し
も
間
違
い
が
な
く
な
っ
て
か
ら
、
そ
れ

か
ら
こ
の
心
の
中
は
大
変
明
白
快
活
と
な
り
、
充
実
し
た

ひ
と
つ
の
礼
が
己
の
か
ら
だ
の
内
に
存
す
る
よ
う
に
な

る
。
こ
れ
こ
そ
真
実
に
知
り
、
こ
の
上
な
い
と
こ
ろ
ま
で

知
が
至
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
物
が
格
せ
ら
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れ
て
は
じ
め
て
知
が
至
る
と
い
う
の
で
あ
る
。（
致
知

者
、
明
理
也
、
格
物
者
、
習
行
也
。
…
將
其
所
明
之
理
、

先
試
之
於
事
、
待
一
一
演
習
精
熟
、
毫
無
差
錯
、
然
後
此

心
中
方
極
其
明
白
快
活
、
滿
滿
實
實
的
一
個
禮
、
在
我
腔

子
裏
、
這
方
纔
是
知
得
眞
、
知
到
極
至
之
處
了
、
故
曰
物

格
而
後
知
至
也
。
九
二
九
─
三
〇
頁
・
巻
一
六
・
二
六
─

七
葉
）

　

全
体
と
し
て
、
立
志
─
存
養
─
窮
理
─
力
行
を
実
質
的
内
容

と
す
る
サ
イ
ク
ル
が
で
き
る
。

　

学
に
は
順
序
が
あ
り
、
本
来
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
の

順
序
は
、
立
志
し
て
か
ら
存
養
、
存
養
し
て
か
ら
窮
理
、

窮
理
し
て
か
ら
力
行
、
力
行
し
て
か
ら
尽
性
、
尽
性
し
て

か
ら
命
に
至
る
の
で
あ
る
。（
學
有
次
第
、
本
相
貫
通
。

其
次
第
曰
、
立
志
而
後
存
養
、
存
養
而
後
窮
理
、
窮
理
而

後
力
行
、
力
行
而
後
盡
性
、
盡
性
而
後
至
命
。
七
八
二

頁
・
巻
七
・
三
〇
葉
）

　

尽
性
・
至
命
と
い
う
の
は
、
こ
の
サ
イ
ク
ル
が
発
展
し
て
い

っ
た
状
態
で
あ
っ
て
、
新
た
な
功
夫
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い4
。

こ
の
サ
イ
ク
ル
を
無
限
に
繰
り
返
し
て
習
熟
し
て
ゆ
く
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
比
較
的
簡
明
な
構
造
に
あ
る
の
が
、
張

沐
の
功
夫
論
で
あ
っ
た
。
彼
の
著
作
『
溯
流
史
学
鈔
』
に
は
、

こ
の
テ
ー
マ
に
関
わ
る
言
説
が
お
び
た
だ
し
く
残
さ
れ
て
い

る5
。

　

さ
て
、
こ
の
輪
郭
が
明
瞭
な
功
夫
論
の
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で

も
、
存
養
と
窮
理
の
先
後
関
係
の
問
題
は
、
張
沐
に
と
っ
て
特

に
大
き
な
関
心
事
で
あ
っ
た
。
彼
と
し
て
は
、
な
ん
と
し
て

も
、
存
養
が
最
初
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
あ
と
に

窮
理
が
く
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
恐
れ
る
の
は
、
学
者
が
こ
こ
の
順
序
が
わ
か
ら

ず
、
先
に
窮
理
し
て
そ
れ
か
ら
存
養
し
た
と
す
れ
ば
そ
れ

は
間
違
い
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
本
を
立
て
ず
に
末
を
求

め
、
捨
て
ら
れ
失
わ
れ
て
存
し
な
い
心
で
窮
理
し
て
も
、

ど
う
い
う
理
が
窮
め
ら
れ
る
と
い
う
の
か
。
た
と
え
理
に

つ
い
て
た
ま
た
ま
得
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
置

い
て
お
く
と
こ
ろ
が
無
く
、
す
べ
て
ば
ら
け
て
し
ま
う
の

だ
。
必
ず
存
養
し
て
か
ら
窮
理
す
る
の
だ
が
、
理
を
窮
め

た
ら
そ
の
理
で
心
を
養
っ
て
、
心
の
理
が
力
を
持
ち
充
実

す
る
よ
う
に
さ
せ
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
二
つ
の
こ
と
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七

で
は
な
い
の
だ
。（
恐
學
者
不
達
此
中
次
第
、
先
窮
理
而

後
存
養
則
誤
也
。
不
立
本
而
求
末
、
以
舎
亡
不
在
之
心
去

窮
理
、
窮
出
什
麼
理
來
？
即
於
理
偶
有
所
得
、
亦
無
處
頓

放
、
都
濫
散
了
。
必
存
養
而
後
窮
理
、
窮
了
理
、
以
理
養

心
、
使
此
心
理
充
盛
飽
滿
、
并
非
二
項
。
九
九
三
頁
・
巻

二
〇
・
八
葉
）

　

そ
し
て
、
そ
れ
は
特
に
、
彼
の
朱
熹
功
夫
論
と
王
守
仁
功
夫

論
の
評
価
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
っ
た6
。
王
守
仁
（
一
四
七
二

─
一
五
二
八
）
と
朱
熹
（
一
一
三
〇
─
一
二
〇
〇
）
の
立
場
に

つ
い
て
、
張
沐
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　

陽
明
の
学
は
、
断
じ
て
心
を
主
と
し
、
そ
の
作
用
は
良

知
に
あ
っ
て
、
ど
れ
だ
け
語
っ
て
も
言
い
間
違
い
も
無

く
、
見
て
と
り
方
が
真
実
な
の
で
言
い
方
も
決
然
と
し
た

も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
ま
こ
と
に
聖
人
が
ま

た
現
れ
よ
う
と
も
変
更
の
余
地
無
き
も
の
だ
。
し
か
し
、

そ
こ
で
断
固
と
し
て
物
に
即
し
て
理
を
窮
め
る
こ
と
の
失

当
を
語
っ
て
い
る
こ
と
は
、
わ
た
し
も
最
初
は
そ
う
か
と

思
っ
た
が
、
時
間
が
た
つ
と
と
も
に
、
窮
理
は
入
門
の
工

夫
と
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
の
、
心
の
根
本
が
立
て
ら
れ

た
後
で
は
、
心
だ
け
を
心
と
し
て
物
は
心
で
は
な
い
と
し

て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
わ
が

心
に
は
物
理
が
具
わ
っ
て
い
る
か
ら
、
物
に
即
し
て
窮
め

た
り
し
な
い
の
だ
と
か
、
昔
の
聖
賢
の
言
葉
を
参
照
し
た

り
、
庶
民
に
尋
ね
た
り
し
な
く
て
も
よ
い
の
だ
、
と
か
は

い
え
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
窮
理
の
功
夫
は
き
わ
め
て

広
大
か
つ
精
微
で
あ
る
が
、
た
だ
朱
子
が
章
句
で
窮
理
を

最
初
に
置
い
た
の
で
、
そ
れ
で
陽
明
に
反
駁
さ
れ
た
わ
け

だ
。
朱
子
の
語
録
の
記
録
を
読
ん
だ
ら
、
ま
ず
存
養
し
て

か
ら
窮
理
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
大
変
多
く
の
言
葉
で
語

っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
順
序
が
筋
だ
っ
て
お
り
、
ま
こ
と

に
孔
門
の
趣
旨
そ
の
も
の
で
あ
る
。
陽
明
の
方
は
、
前
の

ほ
う
（
存
養
）
は
見
て
取
れ
た
が
、
後
の
ほ
う
（
窮
理
）

は
見
て
取
れ
な
か
っ
た
の
だ
。（
陽
明
之
學
、
斷
主
於

心
、
而
其
用
在
良
知
、
雖
千
百
萬
言
、
不
錯
此
口
、
見
之

眞
故
言
之
決
、
誠
聖
人
復
起
不
易
者
也
。
而
必
謂
即
物
窮

理
之
失
、
沐
初
亦
以
爲
然
。
久
之
見
窮
理
但
不
可
爲
入
門

之
功
、
而
心
本
既
立
之
後
、
正
不
得
直
以
心
爲
心
、
以
物

爲
非
心
也
。
又
不
得
直
謂
吾
心
備
物
理
、
而
不
即
物
以
窮

之
也
、
不
必
稽
之
昔
聖
昔
賢
、
詢
之
芻
蕘
也
。
窮
理
之
功

極
廣
大
、
極
精
微
、
但
紫
陽
章
句
安
置
窮
理
於
最
先
、
此
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所
以
見
駁
於
陽
明
。
及
觀
紫
陽
語
録
所
載
、
先
存
養
後
窮

理
、
亹
亹
千
百
萬
言
、
皆
次
第
井
井
、
眞
孔
門
之
指
訣
。

陽
明
又
能
見
其
先
、
而
不
能
見
其
後
矣
。
七
〇
九
─
一
〇

頁
・
巻
三
・
九
─
一
〇
葉
）

　

窮
理
は
、
存
養
の
あ
と
に
必
要
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
れ

を
陽
明
は
見
損
な
っ
た
。
ま
ず
心
を
確
立
す
る
こ
と
の
必
要
を

語
っ
た
の
は
よ
い
が
、
そ
の
先
に
お
け
る
即
物
窮
理
を
無
用
と

し
た
の
は
、
大
き
な
誤
り
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
、
存
養
す
る
こ
と
で
ま
ず
心
が
基
本
的
正
し
さ
を
確

保
で
き
る
、
と
い
う
観
点
は
、
張
沐
の
自
覚
に
従
っ
て
、
陽
明

学
と
同
調
す
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う7
。
彼
の
発
想
は
、

陽
明
学
の
内
部
で
言
え
ば
、
鄒
守
益
（
一
四
九
一
─
一
五
六

二
）
以
来
の
い
わ
ゆ
る
修
証
派
の
敬
重
視
、
或
い
は
明
末
の
劉

宗
周
の
誠
意
・
愼
獨
説
に
通
ず
る
も
の
と
い
え
る
。
た
だ
、
そ

れ
が
向
外
的
窮
理
を
必
然
と
す
る
も
の
だ
と
い
う
点
は
、
す
べ

て
の
理
が
見
通
せ
る
良
知
が
打
ち
立
て
ら
れ
る
と
す
る
陽
明
学

本
流
と
は
異
な
り
、
朱
子
学
的
な
外
の
理
の
探
求
を
付
け
加
え

た
も
の
と
し
て
、
確
か
に
新
味
が
あ
る
。

　

し
か
し
一
方
、
張
沐
に
よ
れ
ば
朱
熹
に
も
問
題
が
あ
る
。
と

い
う
の
は
、
朱
熹
は
『
大
学
章
句
』
に
お
い
て
功
夫
の
過
程
の

最
初
に
窮
理
を
お
い
て
お
り
、
こ
れ
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
彼

は
、
語
録
に
お
い
て
は
、
存
養
を
は
じ
め
に
お
く
言
明
が
み
ら

れ
る
の
で
、
こ
れ
が
朱
熹
の
本
意
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ

る
。
以
下
の
資
料
で
も
、
朱
熹
に
お
け
る
存
養
と
窮
理
の
位
置

づ
け
の
問
題
を
議
論
し
て
い
る
。

　

晦
庵
の
胡
広
仲
に
答
え
る
書
を
見
る
と
、
そ
こ
で
学
問

に
つ
い
て
語
る
の
に
、
窮
理
を
先
に
し
て
お
ら
ず
、
以
前

の
議
論
は
、
大
変
落
ち
着
き
が
わ
る
い
と
言
っ
て
い
る
。

ま
た
程
子
の
言
葉
を
引
い
て
証
拠
と
し
て
い
る
。
…
大
学

章
句
だ
け
が
、
窮
理
を
入
門
と
し
て
い
る
が
、
大
学
の
序

で
は
、
小
学
の
存
養
の
言
葉
が
う
か
が
え
る
。
み
た
と
こ

ろ
、
章
句
は
以
前
に
論
定
し
た
も
の
、
そ
の
後
自
分
で
行

っ
て
会
得
し
た
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
。
自
分
で
わ
か
っ
た

以
上
、
注
釈
を
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
ひ
ょ
っ
と

す
る
と
、
そ
の
こ
ろ
古
い
注
釈
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
果

た
し
て
お
り
、
ま
た
格
致
の
前
に
存
養
を
突
出
さ
せ
る
こ

と
も
で
き
ず
、
そ
こ
で
改
め
る
わ
け
に
も
ゆ
か
な
い
で
、

し
か
た
な
く
、
表
現
の
限
界
で
意
味
を
犠
牲
に
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
の
で
、
小
学
に
道
を
見
出
し
、
小
学
の
書
を

著
し
た
の
か
も
し
れ
ず
、
と
な
れ
ば
な
ん
と
も
苦
心
惨
憺
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九

の
結
果
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
…
朱
子
の
伝
記
を
見
る

と
、
臨
終
に
も
な
お
『
大
学
』『
中
庸
』
の
注
釈
を
改
め

て
い
た
と
い
う
が
、
こ
れ
は
き
っ
と
章
句
に
つ
い
て
あ
き

た
ら
な
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
小
学
の
存
養
の

説
を
大
学
に
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
し
か
し
臨
終
の

床
だ
っ
た
の
で
、
か
な
わ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
觀
晦
菴
答
胡
廣
仲
書
、
其
言
學
問
功
夫
、
不
以
窮
理
爲

先
、
云
向
來
之
論
、
殊
覺
未
安
。
又
引
程
子
之
言
爲
佐
。

…
而
獨
大
學
章
句
、
以
窮
理
爲
入
門
、
唯
大
學
序
、
略
見

小
學
存
養
之
語
。
看
來
章
句
是
先
年
所
論
定
、
後
來
體
行

有
得
。
既
自
知
之
矣
、
即
應
改
註
、
或
者
當
日
因
舊
註
儘

費
心
力
、
又
於
格
致
之
前
、
突
尋
存
養
不
出
、
故
無
可

改
、
不
得
已
、
不
可
以
辭
害
義
、
而
卒
覓
徑
於
小
學
、
又

著
小
學
一
書
、
則
亦
可
謂
良
工
心
苦
矣
。
…
按
朱
子
傳
臨

終
猶
改
學
庸
、
是
必
於
章
句
未
能
慊
然
、
或
欲
以
小
學
存

養
之
説
入
大
學
之
中
、
奈
將
革
之
際
、
卒
未
能
也
。
七
一

四
頁
・
巻
三
・
一
九
葉
）

　

こ
の
資
料
は
、
王
守
仁
の
『
朱
子
晩
年
定
論
』
の
モ
チ
ー
フ

を
髣
髴
と
さ
せ
る
。
張
沐
は
、
こ
の
問
題
以
外
は
、「
予
固
終

始
朱
子
者
也
」（
八
九
八
頁
・
巻
一
四
・
三
五
葉
）
と
い
う
と

お
り
、
朱
熹
の
学
を
宗
と
し
て
い
る
、
と
い
う
。

　

な
お
、
彼
は
、
功
夫
に
よ
っ
て
あ
る
種
の
悟
り
の
如
き
超
脱

を
得
て
、
そ
こ
か
ら
先
は
意
識
的
功
夫
が
無
用
に
な
る
、
と
い

う
視
点
は
と
ら
な
い8
。
意
識
的
努
力
は
、
習
熟
に
よ
っ
て
次
第

に
容
易
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
は
な
る
が
、
終
生
必
要
な
も
の
と

さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
終
着
点
な
く
死
ま
で
続
く
功
夫
の
持
続
を

唱
え
た
、
陳
確
の
功
夫
論
を
髣
髴
と
さ
せ
る
も
の
で
あ
る9
。

　

限
界
の
あ
る
も
の
は
道
で
、
限
界
の
無
い
も
の
は
学

だ
。
道
と
は
道
路
だ
。
学
は
そ
こ
を
通
る
の
だ
。
道
路
は

行
き
着
く
と
こ
ろ
ま
で
ゆ
け
ば
終
わ
り
で
あ
る
が
、
こ
の

道
路
を
通
る
も
の
は
、
終
日
往
来
し
て
、
死
ん
で
は
じ
め

て
終
了
す
る
の
だ
。
学
に
志
す
段
階
か
ら
天
命
を
知
る
段

階
ま
で
ゆ
け
ば
、
道
は
こ
こ
に
尽
き
る
。
そ
し
て
耳
が
順

い
心
に
従
う
と
い
う
の
は
、
熟
し
て
更
に
熟
し
て
ゆ
く
こ

と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
な
く
、
か
え
っ
て
毎

日
新
し
い
の
だ
。（
有
窮
者
道
、
無
窮
者
學
也
。
道
者
路

也
、
學
以
行
之
。
路
有
至
處
則
盡
。
行
此
路
者
、
終
日
往

來
、
死
而
後
已
。
自
志
學
至
知
天
、
道
盡
於
是
。
耳
順
從

心
、
只
熟
了
又
熟
、
更
無
別
法
、
却
日
日
新
。
七
五
三

頁
・
巻
六
・
四
葉
）
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こ
う
し
た
張
沐
の
功
夫
論
は
、
全
体
と
し
て
、
明
代
の
多
く

の
理
学
者
の
功
夫
論
に
比
す
る
と
、
は
る
か
に
簡
明
で
、
日
常

的
な
色
彩
の
強
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
今
日
の
我
々
で
も
容

易
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
感
触
を
覚
え

る
ほ
ど
で
あ
る
。

二
︑
存
養
の
功
夫
と
人
性
論

　

張
沐
の
人
性
論
は
、
こ
う
し
た
存
養
を
中
核
と
す
る
功
夫
を

第
一
義
的
に
重
要
視
す
る
と
こ
ろ
か
ら
導
か
れ
る
も
の
で
、
功

夫
の
持
続
の
必
然
性
を
論
証
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
構
成
さ

れ
て
ゆ
く
。

　

即
ち
、
彼
の
一
貫
し
た
主
張
と
し
て
、「
性
是
功
夫
」
と
い

う
も
の
が
あ
る
。

　

性
は
功
夫
で
あ
り
、
学
は
性
で
あ
る
。
こ
れ
は
わ
た
し

が
自
分
の
心
で
こ
の
よ
う
に
体
得
し
た
の
で
あ
り
、
後
に

五
経
四
書
の
趣
意
で
検
討
・
検
証
し
た
が
、
ま
た
そ
う
で

あ
っ
た
。（
性
是
功
夫
、
學
是
性
。
此
沐
自
從
己
心
體
貼

如
是
、
後
復
從
五
經
四
書
文
義
、
討
究
証
驗
、
亦
復
如

是
。
九
二
九
頁
・
巻
一
六
・
二
五
葉
）

　

ま
た
、『
周
易
』
繋
辞
伝
上
の
文
言
に
も
と
づ
き
、「
成
之
者

性
」
と
い
う
言
い
方
も
よ
く
用
い
る
。

　

質
問
。「
成
す
の
が
性
」
と
は
？
答
え
。
す
べ
て
成
就

す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
性
だ
。
こ
わ
れ
て
し
ま
え

ば
、
そ
れ
は
性
で
は
な
い
。（
問
、
成
之
者
性
也
。
曰
凡

其
有
所
成
就
即
是
性
、
若
有
所
敗
壊
、
即
不
是
性
。
八
九

〇
頁
・
巻
一
四
・
一
八
葉
）

　

こ
れ
ら
が
彼
の
人
性
論
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
命
題
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
功
夫
と
の
関
わ
り
で
性
を
と
ら
え
よ
う
と
い
う
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、「
性
は
功
夫
だ
」
と
い
う
論
か
ら
進
ん
で
、
人

間
に
は
先
天
的
に
完
全
な
本
性
が
備
わ
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
そ

の
ま
ま
外
に
発
揮
す
れ
ば
よ
い
、
と
す
る
、
本
来
聖
人
の
標
準

的
な
発
想
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
観
点
か
ら
は
程
朱

も
批
判
を
受
け
る
。

　

今
の
人
が
性
を
考
え
る
に
は
、
た
だ
中
に
ひ
と
つ
の
こ

の
上
な
く
善
の
も
の
が
あ
っ
て
、
こ
ち
ら
が
分
外
の
気
力

を
加
え
て
そ
れ
を
尽
く
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
う
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ご
と
く
だ
。
も
と
も
と
孟
子
の
本
来
の
説
で
は
な
い
か

ら
、
な
る
ほ
ど
世
人
が
凡
下
に
お
ち
こ
ん
で
甘
ん
じ
て
い

る
の
も
も
っ
と
も
だ
。（
今
人
看
性
、
只
似
裏
面
有
一
物

事
、
最
善
、
要
我
添
出
分
外
氣
力
去
盡
他
。
原
非
孟
子
本

説
、
又
何
怪
世
人
甘
心
淪
下
。
八
九
七
頁
・
巻
一
四
・
三

二
葉
）

　

わ
た
し
の
学
は
程
朱
と
異
な
ら
ず
、
ひ
と
つ
の
隔
た
り

が
あ
る
だ
け
だ
。
程
朱
は
、
心
性
を
で
き
あ
が
っ
て
い
る

も
の
と
考
え
、
天
が
わ
た
し
に
与
え
た
も
の
で
、
そ
れ
以

上
功
夫
は
必
要
な
く
、
た
だ
人
は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
持
ち

出
し
て
く
れ
ば
よ
い
、
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
仁
義
礼
智
も
で
き
あ
が
っ
た
も
の
で
あ
り
、
た
だ
人
が

そ
の
ま
ま
に
持
ち
出
し
て
く
れ
ば
よ
い
、
と
考
え
た
。
わ

た
し
は
、
孔
孟
の
心
性
に
つ
い
て
の
説
は
そ
う
で
は
な
い

と
考
え
る
。
…
必
ず
ま
ず
放
心
を
収
め
と
り
、
放
心
が
収

め
と
ら
れ
て
は
じ
め
て
心
が
存
在
し
、
心
が
存
在
し
て
は

じ
め
て
生
の
は
た
ら
き
が
存
在
し
、
そ
こ
で
は
じ
め
て
性

が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
こ
が
程
朱
と
異
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
以
外
は
全
く
相
違
な
い
。（
吾
之
學
與
程
朱
無
異
、
只

一
間
耳
。
程
朱
認
心
性
爲
現
成
、
天
之
所
以
與
我
、
不
須

更
有
功
夫
、
只
須
人
實
實
把
將
他
出
來
。
因
視
仁
義
禮
智

亦
是
現
成
的
、
亦
只
須
人
把
將
他
出
來
。
予
看
孔
孟
言
心

性
、
不
是
如
此
。
…
必
先
収
放
心
、
放
心
収
而
後
有
心
、

有
心
方
能
生
理
、
然
後
有
性
。
此
處
與
程
朱
異
了
。
過
此

全
然
無
異
。
九
四
六
頁
・
巻
一
七
・
二
一
葉
）

　

こ
の
よ
う
に
、
彼
は
、
性
と
し
て
倫
理
的
に
完
全
な
本
体
が

元
来
具
わ
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
発
揮
す
れ
ば
よ

い
、
と
す
る
発
想
を
否
定
す
る
。
そ
し
て
、
功
夫
が
な
さ
れ
て

は
じ
め
て
心
の
内
に
依
拠
す
べ
き
実
が
具
わ
る
の
だ
と
す
る
。

こ
こ
で
の
、
今
の
人
々
の
性
を
見
る
見
方
と
し
て
張
沐
が
批
判

し
て
い
る
観
点
は
、
心
の
中
に
ひ
と
つ
の
も
の
が
あ
る
、
と
い

う
も
の
で
、
後
の
戴
震
の
朱
子
学
批
判
を
髣
髴
と
さ
せ
る
も
の

で
あ
る11
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
見
方
を
さ
ら
に
強
力
に
展
開
し
、
仁
義

礼
智
は
、
四
端
に
対
し
て
後
天
的
に
拡
充
の
功
夫
を
加
え
る
こ

と
を
通
じ
て
成
っ
て
ゆ
く
の
だ
、
と
し
て
、
か
つ
て
拙
稿
で
引

用
し
た
よ
う
な
言
説
も
提
出
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

心
は
血
気
の
も
の
で
あ
り
、
知
覚
を
中
に
含
ん
で
お

り
、
こ
れ
が
性
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
喜
怒
哀
楽
の
常
な

る
法
な
ど
無
い
。
ま
た
ど
う
し
て
善
が
あ
ろ
う
。
た
だ
、
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外
の
物
に
感
じ
て
、
惻
隠
す
べ
き
と
こ
ろ
は
惻
隠
を
生

じ
、
羞
悪
す
べ
き
と
こ
ろ
は
羞
悪
し
、
辞
譲
是
非
す
べ
き

と
こ
ろ
は
辞
譲
是
非
を
生
ず
る
と
い
う
に
過
ぎ
な
い
。
し

か
し
こ
れ
ら
は
四
端
に
過
ぎ
な
い
。
天
が
人
に
与
え
う
る

も
の
は
、
こ
の
端
だ
け
で
あ
り
、
人
に
そ
の
端
を
続
け
て

拡
充
し
て
ゆ
か
せ
れ
ば
、
仁
義
礼
智
と
な
る
、
と
い
う
の

で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
天
の
す
ば
ら
し
き
命
令

（
休
命
）
と
い
う
も
の
だ
。
拡
充
し
な
く
て
は
端
に
過
ぎ

ず
、
ど
う
じ
て
仁
義
礼
智
が
存
在
し
よ
う
か
。
そ
こ
で
性

と
は
、
天
が
人
に
功
夫
を
与
え
た
の
で
あ
り
、
功
夫
を
尽

く
さ
な
く
て
は
性
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
の

だ
。（
心
是
血
氣
之
物
、
含
有
知
覺
在
内
、
便
是
性
。
那

裏
面
并
無
喜
怒
哀
樂
常
法
。
又
何
有
善
。
只
是
感
於
外

物
、
當
惻
隱
者
生
惻
隱
、
當
羞
惡
者
生
羞
惡
、
當
辭
讓
是

非
者
生
辭
讓
是
非
耳
。
然
此
亦
不
過
四
端
而
已
。
天
之
所

能
與
人
、
不
過
此
端
、
令
人
接
續
此
端
、
擴
充
將
去
、
則

爲
仁
義
禮
智
、
此
所
謂
天
之
休
命
也
。
不
擴
充
則
亦
不
過

端
而
已
、
那
有
仁
義
禮
智
乎
。
乃
知
性
、
天
與
人
以
功
夫

也
、
不
盡
功
夫
已
非
性
矣
。
九
九
六
頁
・
巻
二
〇
・
一
四

葉
）

　

儒
者
は
多
く
人
の
心
の
中
に
は
仁
義
礼
智
が
内
に
あ

り
、
発
し
て
惻
隠
羞
悪
辞
譲
是
非
と
な
る
と
い
う
が
、
わ

た
し
は
ち
が
う
と
思
う
。
…
心
は
血
気
の
も
の
で
、
知
覚

の
霊
を
含
む
が
、
仁
義
礼
智
が
ど
こ
に
あ
ろ
う
。
も
と
も

と
外
で
惻
隠
羞
悪
辞
譲
是
非
の
対
象
と
な
る
も
の
に
感
じ

て
、
そ
れ
か
ら
こ
の
端
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。
も
し
こ
の

四
端
が
現
れ
な
け
れ
ば
、
ど
こ
か
ら
心
の
中
に
仁
義
礼
智

が
あ
る
な
ど
と
説
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
こ
の
四
端

は
、
心
の
中
で
、
外
か
ら
の
感
を
待
た
ず
に
、
何
も
無
く

て
四
端
が
出
て
く
る
と
い
う
の
で
は
断
じ
て
な
い
。
も
と

も
と
世
の
中
に
こ
れ
ら
の
も
の
が
や
っ
て
く
る
こ
と
が
あ

っ
て
、
惻
隠
を
感
ず
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
惻

隠
し
、
羞
悪
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
羞
悪
す
る

と
い
う
の
で
あ
り
、
た
だ
こ
の
心
の
明
覚
が
、
感
じ
る
こ

と
で
動
き
、
に
わ
か
に
あ
る
頭
緒
を
生
み
出
す
の
で
、
こ

れ
を
端
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。
心
の
明
覚
が
な
け
れ
ば
こ

の
端
は
な
く
、
外
か
ら
の
感
が
な
く
て
は
こ
の
端
は
な

い
。
こ
れ
は
内
外
が
交
っ
て
動
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
、
天
命

人
性
の
も
っ
と
も
精
微
霊
妙
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
か

ら
察
識
拡
充
す
れ
ば
四
徳
に
な
り
、
拡
充
し
な
け
れ
ば
た

だ
の
四
端
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
を
四
徳
と
は
い
え
な
い
。
そ

こ
で
四
端
は
誰
も
が
有
し
て
い
る
が
、
四
徳
は
聖
賢
で
な
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く
て
は
有
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。
も
し
心
の
中
に

こ
の
動
か
ぬ
四
つ
の
塊
が
あ
る
と
考
え
た
ら
、
失
当
だ
。

た
と
え
ば
鏡
は
澄
明
な
だ
け
で
、
外
の
物
に
感
じ
て
黒
白

紅
緑
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
姿
を
現
す
が
、
こ
の
鏡
の
中
に
も

と
も
と
黒
白
紅
緑
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
儒
者
多
謂
人
心
中
有
箇
仁
義
禮
智
在
内
、
發
而
爲
惻
隱

羞
惡
辭
讓
是
非
、
予
謂
不
然
。
…
心
是
血
氣
之
物
、
而
含

知
覺
之
靈
、
仁
義
禮
智
果
何
所
有
？
原
是
因
外
感
於
惻
隱

羞
惡
辭
讓
是
非
之
物
、
而
後
形
此
端
焉
。
設
如
不
見
此
四

端
、
從
何
處
説
他
心
中
有
仁
義
禮
智
乎
？
然
這
四
端
、
決

不
是
此
心
中
全
不
待
外
感
、
憑
白
自
起
此
四
端
也
。
原
因

世
上
有
此
等
事
物
之
來
、
感
於
可
惻
隱
者
而
後
惻
隱
、
感

於
可
羞
惡
者
而
後
羞
惡
、
但
只
此
心
之
明
覺
、
能
因
感
而

動
、
忽
起
一
般
頭
緒
、
謂
之
端
也
。
非
心
之
明
無
此
端
、

非
外
之
感
無
此
端
、
此
内
外
交
動
之
機
、
乃
天
命
人
性
最

妙
最
微
處
。
由
是
察
識
擴
充
而
爲
四
德
、
不
擴
充
不
過
徒

然
四
端
而
已
、
不
得
遂
爲
四
德
也
。
所
以
四
端
人
皆
有

之
、
四
德
非
聖
賢
不
能
有
也
。
若
認
煞
心
中
有
此
死
板
子

四
塊
在
内
、
則
失
之
。
如
鏡
只
有
明
、
感
於
外
物
而
黒
白

紅
緑
各
呈
其
形
、
不
得
説
此
鏡
中
原
有
此
黒
白
紅
緑
也
。

九
二
五
─
六
頁
・
巻
一
六
・
一
八
─
一
九
葉
）

　

つ
ま
り
、
四
端
は
あ
く
ま
で
外
の
刺
激
に
よ
っ
て
心
の
明
覚

が
反
応
し
て
現
れ
た
端
緒
に
す
ぎ
ず
、
先
天
的
に
心
の
中
に
完

全
な
仁
義
礼
智
が
具
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
の
で

あ
る
。
仁
義
礼
智
は
あ
く
ま
で
四
端
の
拡
充
と
い
う
後
天
的
努

力
の
後
に
確
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
善
の
後
天
的
形

成
論
は
、
戴
震
に
お
い
て
明
瞭
に
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
折
、
戴

震
が
性
と
の
関
わ
り
で
重
視
し
た
用
語
に
、
血
気
心
知
と
い
う

も
の
が
あ
る
。
こ
の
『
礼
記
』
楽
記
に
も
と
づ
く
用
語
が
張
沐

の
仁
義
礼
智
を
め
ぐ
る
人
性
論
に
重
要
な
も
の
と
し
て
出
現
し

て
い
る
こ
と
は
、
先
に
挙
げ
た
、
性
を
心
に
ひ
と
つ
の
も
の
が

具
わ
る
よ
う
に
見
て
い
る
と
す
る
、
朱
子
学
に
対
す
る
戴
震
の

批
判
と
共
通
す
る
発
想
と
と
も
に
、
興
味
深
い
。

仁
義
礼
智
は
心
に
根
ざ
し
て
い
る
。
心
は
虚
明
の
体
で
あ

り
、
い
わ
ゆ
る
血
気
心
知
の
性
が
こ
れ
で
あ
る
。
も
と
も

と
な
に
も
な
い
。
惻
隠
に
感
ず
れ
ば
仁
と
な
り
、
羞
悪
に

感
ず
れ
ば
義
と
な
り
、
辞
譲
に
感
ず
れ
ば
礼
と
な
り
、
是

非
に
感
ず
れ
ば
智
と
な
る
。
と
な
る
と
、
こ
の
仁
義
礼
智

は
、
ど
う
し
て
外
か
ら
私
に
鍍
金
し
た
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
の
根
本
は
心
知
に
属
し
、
虚
明
の
中
か
ら
出
て
く
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る
の
で
あ
る
。
こ
の
心
が
根
で
あ
り
、
仁
義
礼
智
は
苗
で

あ
る
。
苗
は
根
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
は
っ
き
り
と
面
に

現
れ
、
背
中
に
行
き
渡
り
、
四
肢
に
行
わ
れ
る
と
い
う
の

は
、
苗
が
盛
ん
に
茂
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。（
仁
義
禮
智

根
於
心
。
心
者
虚
明
之
體
、
所
謂
血
気
心
知
之
性
是
也
。

本
何
所
有
。
感
於
惻
隱
而
爲
仁
、
感
於
羞
惡
而
爲
義
、
感

於
辭
讓
而
爲
禮
、
感
於
是
非
而
爲
智
。
則
此
仁
義
禮
智
、

豈
是
由
外
鑠
我
者
、
其
本
屬
於
心
知
、
從
虚
明
之
中
發

出
。
是
心
爲
根
、
仁
義
禮
智
爲
苗
。
苗
連
於
根
、
睟
然
見

於
面
、
盎
於
背
、
施
於
四
體
、
是
苗
之
茂
盛
處
。
八
〇
九

─
一
〇
頁
・
巻
九
・
八
─
九
葉
）

　

血
気
心
知
と
は
、
性
で
あ
る
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。
性

と
は
、
生
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
は
血
が
な
く
て
は
死

ん
で
し
ま
う
し
、
気
が
な
く
て
も
死
ん
で
し
ま
う
。
血
気

と
は
生
の
は
た
ら
き
（
生
理
）
で
あ
る
。
心
知
と
は
人
心

の
虚
明
の
体
で
あ
り
、
血
気
が
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
四
字
は
、
そ
こ
か
ら
み
え
て
く
る
の
は
、
い
ず
れ
も
至

虚
の
体
で
あ
り
、
至
明
の
用
を
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
中

に
は
一
理
も
な
い
が
、
す
べ
て
の
理
が
具
わ
っ
て
い
る
。

中
に
は
一
物
も
な
い
が
、
す
べ
て
の
も
の
が
具
わ
っ
て
い

る
。
物
が
感
ず
る
こ
と
と
な
る
と
、
七
情
が
生
ず
る
。
生

ず
る
に
は
善
悪
が
あ
り
う
る
が
、
そ
れ
は
す
べ
て
感
ず
る

か
ら
で
あ
る
。
感
ず
る
と
こ
ろ
を
慎
み
、
内
に
節
す
れ

ば
、
善
の
み
あ
っ
て
悪
は
な
く
な
る
。
こ
れ
は
天
の
休
命

と
い
う
も
の
だ
。
休
命
と
は
、
天
の
意
志
だ
。
そ
の
素
材

を
与
え
る
だ
け
な
の
だ
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
至
善
の
理

だ
。
こ
こ
か
ら
推
し
て
遡
源
し
て
ゆ
く
と
、
こ
れ
は
天
が

人
に
功
夫
を
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。（
血
氣
心

知
者
、
性
也
。
何
也
？
性
者
、
生
也
。
人
非
血
則
死
、
非

氣
則
死
、
血
氣
即
生
理
也
。
心
知
者
、
人
心
虚
明
之
體
、

即
血
氣
所
生
者
也
。
此
四
字
、
循
來
者
皆
至
虚
之
體
、
而

生
至
明
之
用
。
中
無
一
理
、
無
理
而
不
備
、
中
無
一
物
、

無
物
而
不
在
。
物
感
至
而
七
情
生
。
生
有
善
惡
、
皆
感
之

故
也
。
愼
所
感
而
節
於
内
、
則
有
善
無
惡
矣
。
是
乃
天
之

休
命
也
。
休
命
者
、
天
之
意
而
已
。
與
之
以
其
具
而
已
。

此
即
所
謂
至
善
之
理
□
。
推
而
原
之
、
是
天
止
欲
人
作
功

夫
也
。
八
〇
八
頁
・
巻
九
・
六
葉
）

　

張
沐
の
こ
う
し
た
主
張
は
、
理
論
的
構
え
で
の
本
来
聖
人
か

ら
の
離
脱
の
傾
向
を
受
け
て
、
ま
た
観
察
に
よ
る
支
え
も
得
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
強
化
さ
れ
る
。
以
下
の
記
述
は
、
小
児

の
実
態
を
観
察
し
た
上
で
、
自
ら
の
説
の
根
拠
と
し
て
い
る
も



『言語・文化・社会』第 15 号

一五

の
で
あ
る
。

　

こ
ど
も
の
性
は
、
霊
妙
で
な
い
。
な
ぜ
か
。
性
と
は
、

生
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
ど
も
が
生
ま
れ
た
は
じ
め

は
、
体
を
具
え
る
こ
と
も
弱
弱
し
く
、
し
た
が
っ
て
生
理

も
弱
弱
し
い
。
後
儒
が
性
を
論
ず
る
も
の
な
ど
は
、
生
ま

れ
な
が
ら
に
す
べ
て
具
備
し
た
理
が
、
欠
け
た
と
こ
ろ
も

な
い
と
い
う
の
で
あ
り
、
と
な
る
と
胎
内
か
ら
出
る
と
と

も
に
大
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
生
と
い
う
の
は
だ
ん
だ

ん
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
い
う
。
日
々
生
ま
れ
な
い
こ
と
が

な
い
。
身
体
は
一
日
一
日
大
き
く
な
る
し
、
理
は
一
日
一

日
生
ず
る
し
、
物
に
感
ず
る
こ
と
が
日
々
増
え
て
ゆ
け

ば
、
理
は
生
じ
て
窮
ま
り
が
な
い
。
だ
か
ら
、
嬰
児
が
殺

さ
れ
る
も
の
を
見
て
も
心
を
動
か
さ
な
い
と
い
う
の
は
、

仁
が
生
じ
て
も
い
ま
だ
十
分
で
な
い
の
だ
。
危
な
い
の
を

見
て
も
避
け
な
い
の
は
、
智
が
生
じ
て
も
不
十
分
な
の

だ
。
義
を
見
て
も
為
そ
う
と
し
な
い
の
は
、
勇
が
生
じ
て

も
不
十
分
な
の
だ
。
こ
こ
か
ら
次
第
に
生
じ
ま
た
成
長
し

て
、
次
第
に
智
で
あ
り
勇
で
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
ゆ
く
。

そ
こ
か
ら
十
分
な
レ
ベ
ル
に
な
る
と
、
賢
人
聖
人
で
あ

る
。
こ
こ
か
ら
性
は
ひ
と
つ
の
も
の
で
は
な
く
、
定
ま
っ

た
理
が
あ
る
も
の
で
も
な
く
て
、
生
じ
う
る
と
い
う
こ
と

に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
生
機
を
干
か
ら
び
さ

せ
、
成
長
さ
せ
る
力
を
枯
ら
し
た
ら
、
こ
れ
は
人
が
存
心

せ
ず
好
学
で
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。
生
の
は
た
ら
き
の

自
然
の
限
界
で
あ
り
、
性
の
罪
で
は
な
い
。（
小
兒
之
性

不
靈
、
何
哉
？
性
者
、
生
也
。
小
兒
方
生
之
始
、
具
體

微
、
而
生
理
亦
微
也
。
若
如
後
儒
論
性
、
爲
生
而
畢
具
之

理
、
無
少
缺
欠
、
則
出
胎
即
如
大
人
矣
。
生
者
旋
生
者

也
。
日
日
無
不
生
者
也
。
身
日
長
一
日
、
理
日
生
一
日
、

感
物
日
多
、
則
理
生
不
窮
。
故
嬰
兒
見
殺
不
動
心
、
仁
生

未
足
也
。
見
危
不
知
避
、
智
生
未
足
也
。
見
義
不
知
爲
、

勇
生
未
足
也
。
由
此
漸
生
漸
長
、
漸
智
漸
勇
矣
。
以
至
於

足
、
則
賢
聖
矣
。
此
可
以
知
性
非
一
物
、
亦
非
有
定
理
、

只
會
生
耳
。
稿
其
生
机
、
枯
其
長
養
、
是
誠
在
人
不
存
心

不
好
學
。
生
理
自
爲
之
限
、
是
豈
性
之
罪
哉
。
八
七
六

頁
・
巻
一
三
・
二
四
葉
）

　

こ
れ
は
天
が
わ
れ
わ
れ
に
あ
た
え
た
も
の
で
、
人
が
無

理
や
り
作
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
赤
子
の
と
き
す
で
に
こ

の
考
え
る
心
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
生
気
が
不

十
分
で
、
体
は
弱
弱
し
く
働
き
の
射
程
も
短
い
。
成
長
し

て
大
き
く
な
っ
た
と
き
に
は
じ
め
て
そ
の
は
た
ら
き
が
尽
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く
さ
れ
る
の
で
、「
失
わ
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
赤
子
に
耳
目
を
与
え
て
、
そ
れ
は
本
来
聡
明
な
る

も
の
で
あ
る
が
、
た
だ
ち
に
聡
明
と
い
う
わ
け
に
は
ゆ
か

ず
、
大
き
く
な
っ
て
は
じ
め
て
聡
明
た
り
う
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
を
「
赤
子
の
耳
目
を
失
わ
な
い
」
と
い
う
の
で

あ
る
。
い
ま
、
大
人
は
赤
子
の
耳
目
を
失
わ
な
い
、
と
い

う
の
は
、
赤
子
レ
ベ
ル
の
聡
明
さ
を
失
わ
な
い
（
そ
の
ま

ま
保
持
し
て
い
る
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。

こ
ん
な
解
釈
で
は
だ
め
だ
。（
此
天
之
所
與
我
者
、
不
由

人
強
作
。
方
赤
子
時
已
有
了
這
個
能
思
的
心
、
但
生
氣
未

足
、
體
微
而
用
短
。
待
長
大
時
方
盡
其
用
、
故
謂
之
不
失

也
。
即
如
與
赤
子
以
耳
目
、
本
是
聰
明
之
物
、
亦
未
能
便

聰
明
、
待
大
時
方
能
聰
明
也
。
此
謂
不
失
赤
子
之
耳
目
。

今
曰
大
人
不
失
赤
子
之
耳
目
、
豈
是
不
失
赤
子
之
聰
明
、

可
乎
不
可
乎
？
八
九
二
頁
・
巻
一
四
・
二
三
葉
）

　

本
来
聖
人
説
の
磁
場
の
も
と
で
は
、
幼
児
の
心
は
、「
赤
子

之
心
」（
羅
汝
芳
・
一
五
一
五
─
一
五
八
八
）「
童
心
」（
李

贄
・
一
五
二
七
─
一
六
〇
二
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、『
孟
子
』

で
の
称
揚
を
踏
ま
え
て
、
純
粋
至
善
の
極
北
と
し
て
、
人
が
よ

り
ゆ
く
べ
き
倫
理
的
原
点
と
さ
れ
る
が
、
張
沐
は
単
に
未
熟
な

も
の
だ
と
み
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
正
し
く
生
き
る
た
め
に
は
、
功
夫
の
永
久
的
持

続
が
不
可
欠
で
あ
る
、
と
す
る
見
方
を
基
盤
と
し
て
、
そ
の
功

夫
重
視
の
姿
勢
か
ら
、
元
来
も
と
も
と
善
な
る
本
性
が
完
全
な

形
で
与
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
隠
れ
て
い
る
だ
け
だ
か
ら
、

そ
れ
を
発
見
し
、
発
現
す
る
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
発

想
へ
の
否
定
が
生
じ
、
そ
こ
か
ら
仁
義
礼
智
の
後
天
的
形
成
論

な
ど
も
出
現
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
彼
は
独
特
な
面
白
い
人
性

論
を
展
開
す
る
。
そ
れ
は
、『
中
庸
』
の
冒
頭
の
文
言
を
用
い

て
、
率
性
と
修
道
と
の
二
つ
を
区
分
し
て
、
前
者
は
先
天
的
に

天
か
ら
具
わ
っ
た
善
性
の
発
露
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
人
為
的

に
修
道
を
施
さ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
修
道
も
性
で
あ
る
、

と
す
る
説
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
所
与
の
も
の
と
し
て
の
善
性
を

順
と
し
、
そ
れ
に
工
夫
を
加
え
る
契
機
を
逆
と
し
、
そ
れ
ら
ふ

た
つ
と
も
性
と
み
な
す
の
で
あ
る
。

　

順
に
生
ず
る
性
は
、
天
が
命
じ
る
の
で
あ
り
、
つ
ま
り

は
順
に
し
て
自
然
と
生
ず
る
理
を
命
ず
る
の
で
あ
る
。
逆

に
成
す
性
も
、
ま
た
天
が
命
じ
る
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
は

逆
に
し
て
そ
れ
か
ら
成
す
と
い
う
理
を
命
ず
る
の
で
あ
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る
。
順
に
生
ず
る
も
の
は
、
学
ば
ず
し
て
で
き
、
考
え
ず

し
て
わ
か
る
も
の
で
、
孟
子
は
こ
れ
を
良
知
良
能
と
い
っ

た
。
逆
に
成
す
も
の
は
、
学
ば
ず
と
も
で
き
る
能
力
、
考

え
ず
と
も
わ
か
る
知
に
即
し
て
、
学
ん
で
ま
す
ま
す
能
力

が
あ
ら
わ
れ
、
考
え
て
ま
す
ま
す
知
が
精
密
に
な
る
と
い

う
も
の
で
、
孟
子
が
い
う
と
こ
ろ
の
天
下
に
達
せ
し
め
る

と
い
う
も
の
だ
。
学
ば
ず
考
え
ざ
る
も
の
は
、
天
が
我
々

に
与
え
た
も
の
だ
が
、
学
び
考
え
ら
れ
る
も
の
の
方
は
、

天
が
我
々
に
与
え
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
天
は
性

を
生
じ
、
性
は
道
を
生
ず
る
。
道
は
教
え
を
生
じ
、
教
え

で
天
に
復
す
る
。
道
も
性
だ
し
、
教
え
も
性
だ
。
し
た
が

う
（
率
）
と
修
め
る
（
修
）
の
違
い
は
、
結
局
違
い
は
な

く
、
た
だ
順
逆
を
分
か
つ
の
み
だ
。
今
、
そ
も
そ
も
人
が

事
物
に
反
応
す
る
場
合
、
性
の
霊
が
に
わ
か
に
現
れ
て
応

ず
る
。
こ
れ
は
し
た
が
う
（
率
）
も
の
だ
。
そ
こ
で
そ
の

物
を
考
え
て
、
そ
の
事
を
処
理
す
る
念
も
そ
こ
か
ら
生
じ

て
く
る
。
こ
れ
は
修
め
る
（
修
）
だ
。
率
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

が
動
く
こ
と
は
、
修
の
考
え
が
起
こ
っ
て
く
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
修
の
努
力
が
終
了
す
る
こ
と
は
、
率
の
体
を
完
成

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
ま
た
率
と
な
り
修
と

な
っ
て
、
何
度
も
循
環
す
る
の
で
、
一
陰
一
陽
こ
れ
を
道

と
い
う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
し
し
た
が
っ
て
（
率
）

修
め
ず
、
ま
っ
た
く
性
の
自
ず
か
ら
な
る
動
き
に
ま
か
せ

て
、
よ
く
考
え
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
い
う
努
力
を
遂

げ
な
い
な
ら
ば
、
物
に
感
じ
て
発
す
る
も
の
は
、
ま
た
物

に
感
じ
て
変
じ
、
物
に
感
じ
て
助
長
す
る
こ
と
に
な
る
。

…
そ
こ
で
し
た
が
う
（
率
）
こ
と
の
み
を
語
っ
て
修
め
る

（
修
）
こ
と
を
語
ら
な
け
れ
ば
、
性
に
お
い
て
な
お
も
不

十
分
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
性
に
不
善
あ
り
、
の
議
論
へ
の

道
が
開
か
れ
た
わ
け
だ
が
、
大
変
な
あ
や
ま
り
と
い
う
べ

き
だ
。
修
め
る
こ
と
（
修
）
は
、
孟
子
の
い
わ
ゆ
る
「
才

は
善
を
為
せ
る
」
と
い
う
も
の
で
、
為
せ
ば
為
す
ほ
ど
善

に
な
る
も
の
だ
。
善
を
為
せ
る
の
に
為
さ
な
い
の
が
、
ど

う
し
て
才
の
罪
だ
ろ
う
か
。
為
せ
ば
ま
す
ま
す
善
、
為
さ

ね
ば
不
善
、
二
倍
一
〇
倍
に
ま
で
差
が
開
く
の
は
、
そ
の

才
を
尽
く
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
か
な
ら
ず
才
を
つ
く
し

て
こ
そ
、
性
善
を
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。（
順
生
之

性
、
天
命
之
、
蓋
命
之
以
順
而
自
生
之
理
也
。
逆
成
之

性
、
亦
天
命
之
、
蓋
命
之
以
逆
而
後
成
之
理
也
。
順
生

者
、
不
學
而
能
、
不
慮
而
知
、
孟
子
謂
之
良
知
良
能
。
逆

成
者
、
則
即
不
學
之
能
、
不
慮
之
知
、
而
學
焉
則
能
愈

出
、
慮
焉
則
知
愈
精
、
孟
子
所
謂
達
之
天
下
也
。
不
學
不
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慮
、
天
之
所
以
與
我
、
能
學
能
慮
、
獨
非
天
之
所
以
與
我

乎
。
天
生
性
、
性
生
道
、
道
生
教
、
教
復
天
、
道
亦
性
、

教
亦
性
。
率
修
之
異
、
卒
無
異
。
特
分
順
逆
而
已
矣
。
今

夫
人
感
物
遇
事
、
則
性
之
靈
、
率
然
出
而
應
之
、
率
也
。

而
思
審
其
物
、
化
裁
其
事
之
念
、
亦
即
從
之
、
修
也
。
率

之
機
動
、
即
修
之
念
所
由
起
。
修
之
力
竟
、
即
率
之
體
所

由
成
。
由
此
復
率
復
修
、
循
環
無
端
、
故
曰
一
陰
一
陽
之

謂
道
。
苟
率
而
不
修
、
一
任
性
之
自
動
、
而
不
竟
其
思
審

化
裁
之
力
、
則
感
物
而
發
者
、
又
感
物
而
變
矣
、
又
感
物

而
助
其
長
矣
。
…
故
言
率
而
不
言
修
、
其
於
性
也
、
猶
未

全
。
而
遂
以
開
性
有
不
善
之
論
、
可
謂
誤
之
甚
矣
。
修
即

孟
子
所
謂
「
才
則
能
爲
善
」
而
愈
爲
愈
善
者
。
能
爲
善
而

不
爲
焉
、
豈
才
之
罪
哉
。
愈
爲
愈
善
、
不
爲
不
善
、
或
相

倍
蓰
、
不
能
盡
其
才
者
也
。
必
盡
其
才
焉
、
而
性
善
見

矣
。
六
七
六
頁
・
巻
一
・
二
〇
葉
）

　

目
が
物
を
見
う
る
こ
と
、
耳
が
音
を
聞
け
る
こ
と
、
口

が
語
れ
る
こ
と
、
四
肢
が
動
い
た
り
止
ま
っ
た
り
す
る
こ

と
、
こ
れ
は
性
に
し
た
が
う
（
率
）
道
で
あ
る
。
こ
れ
は

感
ず
る
と
こ
ろ
あ
れ
ば
動
く
と
い
う
も
の
で
、
天
が
命
じ

た
も
の
で
あ
る
。
礼
で
な
け
れ
ば
視
聴
言
動
し
な
い
、
と

い
う
の
は
、
道
を
修
め
る
教
え
で
あ
る
。
こ
れ
は
考
え
て

始
め
て
わ
か
る
こ
と
で
、
ま
た
天
が
命
じ
た
も
の
で
あ

る
。
子
供
と
父
、
臣
下
と
君
主
、
夫
と
妻
、
幼
少
者
と
年

長
者
、
友
人
の
交
際
は
、
性
に
し
た
が
う
（
率
）
道
で
あ

る
。
こ
れ
は
感
ず
る
と
こ
ろ
あ
れ
ば
動
く
と
い
う
も
の

で
、
天
が
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
父
子
間
に
恩
が
あ
り
、

君
臣
間
に
義
が
あ
り
、
夫
婦
に
別
が
あ
り
、
長
幼
に
序
列

が
あ
り
、
友
人
間
に
信
頼
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
道
を
修

め
る
教
え
で
あ
る
。
こ
れ
は
考
え
て
は
じ
め
て
わ
か
る
も

の
で
、
ま
た
天
が
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
者
は
生

ま
れ
な
が
ら
に
と
も
に
有
し
て
お
り
、
念
を
起
こ
せ
ば
と

も
に
具
備
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
順
番
が
あ
る
。

感
じ
て
動
く
の
は
、
天
を
継
い
だ
も
の
た
る
善
で
あ
る
。

考
え
て
は
じ
め
て
わ
か
る
の
は
、
善
を
成
す
も
の
た
る
性

で
あ
る
。
そ
こ
で
し
た
が
う
（
率
）
側
面
か
ら
い
え
ば
、

天
道
は
常
に
人
に
勝
つ
の
で
あ
り
、
人
が
で
き
る
こ
と
で

は
な
い
。
修
め
る
側
面
か
ら
い
え
ば
、
人
道
は
常
に
天
に

勝
つ
の
で
あ
っ
て
、
天
が
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
こ

で
君
子
は
し
た
が
う
こ
と
（
率
）
を
考
え
ず
に
修
め
る
こ

と
を
考
え
る
の
で
あ
り
、
感
ず
る
こ
と
を
た
っ
と
ぶ
の
で

は
な
く
考
え
る
こ
と
を
た
っ
と
ぶ
の
だ
。（
目
之
於
視
、

耳
之
於
聽
、
口
之
於
言
、
四
肢
之
於
動
止
、
率
性
之
道
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也
。
是
有
感
即
動
、
天
之
所
命
者
也
。
非
禮
勿
視
勿
聽
勿

言
勿
動
、
修
道
之
教
也
。
此
思
而
後
得
、
亦
天
之
所
命
者

也
。
子
之
於
父
、
臣
之
於
君
、
夫
之
於
婦
、
幼
之
於
長
、

朋
友
之
於
交
、
率
性
之
道
也
。
此
有
感
即
動
、
天
之
所
命

者
也
。
父
子
有
恩
、
君
臣
有
義
、
夫
婦
有
別
、
長
幼
有

序
、
朋
友
有
信
、
修
道
之
教
也
。
此
思
而
後
得
、
亦
天
之

所
命
者
也
。
二
者
自
有
生
而
同
秉
、
一
起
念
而
倶
備
。
然

有
次
焉
。
有
感
即
動
、
繼
乎
天
者
之
善
也
。
思
而
後
得
、

成
乎
善
者
之
性
也
。
故
自
率
而
言
之
、
天
道
常
勝
人
、
非

人
之
所
能
爲
也
。
自
修
而
言
之
、
人
道
常
勝
天
、
非
天
之

所
能
爲
也
。
是
故
君
子
不
慮
率
而
慮
修
、
不
尚
感
而
尚
思

已
矣
。
六
八
六
頁
・
巻
二
・
一
葉
）

　

こ
れ
は
大
変
興
味
深
い
人
性
論
で
あ
る
。
先
天
的
に
現
れ
る

善
性
の
発
現
、
こ
れ
は
ひ
と
つ
の
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
な
素
材
と
し

て
与
え
ら
れ
た
性
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
そ
れ
を
善
の

方
向
に
増
強
し
、
発
展
さ
せ
る
人
為
的
意
識
的
功
夫
が
加
え
ら

れ
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
を
も
性
と
し
て
、
両
方
の
性
が
あ
る
こ

と
に
な
る
。
功
夫
し
よ
う
と
す
る
努
力
の
で
き
る
主
体
性
の
方

に
も
性
を
認
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

同
様
な
こ
と
を
、
人
と
禽
獸
と
に
分
け
て
い
う
こ
と
も
あ

る
。「
畜
以
質
爲
性
、
人
以
學
爲
性
」（
八
八
六
頁
・
巻
一
四
・

一
一
葉
）
と
い
う
よ
う
に
、
動
物
は
意
識
的
功
夫
が
で
き
な
い

で
、
所
与
の
も
の
に
従
っ
て
ゆ
く
だ
け
だ
が
、
人
間
は
努
力
に

よ
っ
て
変
容
し
て
ゆ
く
と
こ
ろ
が
違
う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

質
問
。
あ
な
た
は
禽
獣
の
性
に
は
工
夫
が
な
い
と
い
う

が
、
彼
ら
も
飢
え
れ
ば
食
を
探
す
し
、
孕
め
ば
巣
を
つ
く

り
ま
す
よ
。
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
答
え
。
人
が
禽
獣

と
異
な
る
点
は
少
し
し
か
な
い
、
と
い
う
の
は
、
こ
れ
を

指
し
て
い
ま
す
か
ね
。
禽
獣
も
視
聴
言
動
し
ま
す
が
、
礼

と
非
礼
の
区
別
は
で
き
ま
せ
ん
。
喜
怒
哀
楽
が
あ
り
ま
す

が
、
節
に
当
る
当
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
弁
別
で
き
ま
せ

ん
。
子
・
臣
下
・
後
輩
・
友
人
が
あ
り
ま
す
が
、
分
を
尽

く
す
尽
く
さ
な
い
と
い
う
こ
と
は
弁
別
で
き
ま
せ
ん
。
人

は
生
ま
れ
な
が
ら
に
は
、
視
聴
言
動
し
か
な
く
、
礼
と
非

礼
の
区
別
は
あ
り
ま
せ
ん
。
喜
怒
哀
楽
し
か
な
く
、
節
に

当
る
当
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
・
臣

下
・
後
輩
・
友
人
し
か
な
く
、
分
を
尽
く
す
尽
く
さ
な
い

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
前
の
半
分
は
天
が
生
ま
れ

な
が
ら
に
我
々
に
与
え
た
も
の
、
後
の
半
分
は
天
が
生
ま

れ
な
が
ら
に
与
え
て
は
い
な
い
よ
う
で
す
。
実
は
前
の
半
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分
は
天
が
我
々
に
命
じ
て
体
と
と
も
に
持
っ
て
き
た
も

の
、
後
の
半
分
は
天
が
我
々
に
命
じ
て
功
夫
を
さ
せ
る
も

の
で
す
。
体
に
従
っ
て
持
っ
て
き
た
も
の
は
、
形
気
の
迹

で
、
粗
蠢
な
る
も
の
で
す
。
そ
こ
で
人
が
有
す
る
の
み
な

ら
ず
、
禽
獣
も
も
っ
て
い
る
の
で
す
。
功
夫
を
行
っ
て
は

じ
め
て
存
在
す
る
も
の
は
、
性
命
の
霊
で
あ
り
、
霊
妙
で

明
晰
な
も
の
で
す
。
そ
こ
で
人
だ
け
に
あ
っ
て
、
禽
獣
に

は
な
い
の
で
す
。
人
が
も
し
功
夫
を
し
な
か
っ
た
ら
、
禽

獣
と
共
有
す
る
も
の
は
完
全
だ
が
、
禽
獣
と
異
な
る
も
の

は
、
完
全
で
は
な
い
わ
け
で
す
。（
問
子
謂
禽
獸
之
性
無

工
夫
。
彼
饑
則
覓
食
、
孕
則
結
巣
、
何
也
。
曰
、
人
之
所

以
異
於
禽
獸
者
幾
希
、
豈
謂
此
乎
？
禽
獸
亦
有
視
聽
言

動
、
不
能
辨
禮
與
非
禮
、
禽
獸
亦
有
喜
怒
哀
楽
、
不
能
辨

中
節
不
中
節
、
禽
獸
亦
有
子
臣
弟
友
、
不
能
辨
盡
分
不
盡

分
。
人
生
來
只
有
視
聽
言
動
、
那
有
禮
與
非
禮
。
只
有
喜

怒
哀
樂
、
那
有
中
節
不
中
節
。
只
有
子
臣
弟
友
、
那
有
盡

分
不
盡
分
。
前
一
半
是
天
生
來
與
我
、
後
一
半
只
似
天
未

生
來
與
我
。
不
知
前
一
半
是
天
命
我
隨
體
帶
來
者
、
後
一

半
是
天
命
我
作
功
夫
者
。
隨
體
帶
來
者
、
形
氣
之
迹
、
粗

蠢
者
也
。
故
不
唯
人
有
之
、
而
禽
獸
亦
有
之
。
做
工
夫
方

有
者
、
性
命
之
靈
、
神
而
明
者
也
。
故
唯
人
有
之
、
而
禽

獸
則
無
。
人
若
不
作
功
夫
、
便
只
將
同
於
禽
獸
者
完
了
、

而
異
於
禽
獸
者
、
未
之
完
也
。
六
八
一
─
二
頁
・
巻
一
・

三
一
葉
・
こ
こ
は
対
等
の
立
場
の
人
と
の
問
答
な
の
で
丁

寧
語
で
訳
し
た
。）

　

ま
た
、
彼
に
は
、「
先
儒
曰
、
性
生
理
也
、
最
得
」（
九
四
七

頁
・
巻
一
七
・
二
四
葉
）
と
い
う
よ
う
に
、
特
に
強
調
す
る
観

点
と
し
て
、「
性
は
心
の
生
理
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
血
肉
で
構
成
さ
れ
る
心
（
こ
こ
で
は
心
臓
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
る
）
に
具
わ
っ
た
生
み
出
す
は
た
ら
き
が
性
で
、
理
を
生

み
出
す
も
の
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
こ
ろ
は
血
肉
の
こ
こ
ろ
に
過
ぎ
ず
、
性
は
血
肉
の
心

の
中
に
、
ひ
と
つ
の
生
生
し
て
尽
き
ざ
る
理
を
含
ん
で
お

り
、
や
や
も
す
れ
ば
ひ
と
つ
の
理
路
を
生
み
出
し
て
く
る

の
で
、
そ
こ
で
そ
れ
を
性
と
よ
ぶ
の
で
あ
る
。
性
と
は
生

で
あ
る
。
心
が
も
し
生
で
な
け
れ
ば
、
一
塊
の
血
肉
に
過

ぎ
な
い
。
生
き
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
役
に
立
た

な
い
。
そ
の
心
の
生
の
は
た
ら
き
（
生
理
）
を
尽
く
し
て

こ
そ
、
は
じ
め
て
心
と
い
え
る
。
し
か
し
す
で
に
性
で
あ

る
以
上
、
た
だ
心
と
呼
ぶ
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
そ
こ
で
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心
を
尽
く
す
も
の
に
し
て
は
じ
め
て
そ
の
性
を
知
る
の
で

あ
る
。（
心
只
是
血
肉
之
心
、
性
是
血
肉
心
内
、
含
着
一

個
生
生
不
盡
的
理
、
動
不
動
就
發
生
出
一
段
理
路
來
、
故

喚
他
做
性
。
性
者
生
也
。
心
若
不
生
、
只
是
一
塊
血
肉
。

雖
未
嘗
不
是
活
的
、
却
不
中
用
。
須
盡
其
心
之
生
理
、
方

才
算
個
心
。
然
已
是
性
了
、
不
可
徒
謂
之
心
矣
。
故
盡
其

心
者
方
能
知
其
性
。
八
九
四
頁
・
巻
一
四
・
二
六
葉
）

　

心
（
心
臓
）
の
中
に
具
わ
っ
た
、
次
々
に
理
路
を
生
み
出
す

は
た
ら
き
が
性
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
次
の
資
料
で

は
、
次
々
と
善
念
、
そ
し
て
良
知
良
能
が
生
じ
て
く
る
こ
と
を

性
の
生
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
功
夫
の
ベ
ー
ス
と
な
る
先
天
的

な
部
分
と
、
あ
と
か
ら
現
れ
て
功
夫
に
続
く
部
分
と
、
ど
ち
ら

も
外
物
に
反
応
し
て
次
々
に
生
ず
る
こ
と
を
さ
し
て
言
う
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る11
。

　

性
は
ひ
と
つ
の
も
の
で
は
な
い
。
性
の
字
は
心
に
従
い

生
に
従
う
か
ら
、
つ
ま
り
心
の
次
々
に
生
み
出
す
は
た
ら

き
を
い
う
も
の
だ
。
こ
の
う
え
な
く
虚
ろ
で
霊
妙
、
感
ず

れ
ば
生
ず
る
。
た
と
え
ば
ふ
と
子
供
が
井
戸
に
落
ち
る
の

を
目
撃
し
た
と
き
の
哀
れ
に
思
い
恐
れ
お
の
の
く
心
は
、

感
じ
た
当
初
は
必
ず
善
念
を
生
じ
る
が
、
こ
れ
は
志
の
端

緒
で
あ
る
。
い
く
ば
く
も
な
く
し
て
別
の
感
を
受
け
る

と
、
ま
た
不
善
を
生
ず
る
。
初
志
は
本
来
打
ち
立
て
が
た

い
が
、
し
か
し
こ
の
虚
霊
の
性
は
重
な
っ
て
生
じ
、
そ
こ

で
ま
た
良
知
を
生
み
出
し
て
わ
が
志
を
点
検
す
る
よ
う
に

な
り
、
ま
た
良
能
を
生
み
出
し
て
わ
が
志
を
持
守
す
る
よ

う
に
す
る
。
こ
れ
は
、
立
た
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た

立
つ
こ
と
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
立
て
る
功
夫
は
、

ま
た
性
が
自
生
す
る
も
の
で
、
天
が
命
じ
た
も
の
だ
。

（
性
不
是
一
物
。
性
字
從
心
從
生
、
乃
心
生
生
之
機
耳
。

至
虚
至
靈
、
有
感
即
生
。
如
乍
見
之
惻
隱
怵
惕
、
初
感
必

生
善
念
、
即
志
之
端
。
未
幾
別
感
、
又
生
不
善
。
初
志
自

是
難
立
、
然
此
虚
靈
之
性
層
層
會
生
、
於
是
又
生
出
良
知

來
、
以
察
識
吾
志
、
又
生
出
良
能
來
、
以
持
守
吾
志
。
是

因
不
立
、
乃
又
生
立
也
。
是
這
立
的
功
夫
、
亦
性
之
自

生
、
天
所
命
也
。
九
九
〇
頁
・
巻
二
〇
・
二
葉
）

　

こ
の
生
理
と
い
う
の
は
、
穀
物
に
具
わ
っ
た
生
命
力
と
い
う

比
喩
で
も
語
ら
れ
る
。
心
が
穀
物
、
性
は
そ
れ
が
有
す
る
生
命

力
で
あ
る
。
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性
に
つ
い
て
質
問
す
る
。
玉
階
に
次
の
よ
う
に
答
え

た
。
放
り
出
せ
ば
す
べ
て
無
く
な
り
、
取
り
上
げ
れ
ば
存

在
す
る
。
な
さ
な
け
れ
ば
成
ら
ず
、
な
せ
ば
必
ず
成
る
の

が
、
こ
い
つ
で
あ
る
。
心
は
穀
物
、
性
は
穀
物
の
中
の
生

の
は
た
ら
き
の
よ
う
な
も
の
だ
。
あ
っ
ち
へ
置
い
て
お
け

ば
、
枯
れ
果
て
て
し
ま
う
。
植
え
て
土
に
入
れ
れ
ば
、
元

気
よ
く
生
じ
る
し
、
水
を
や
り
草
を
と
っ
て
世
話
を
す
れ

ば
、
盛
ん
に
伸
び
る
。
伸
び
れ
ば
成
り
、
多
く
の
種
を
残

し
、
次
々
に
生
ま
れ
て
果
て
が
な
い
、
こ
う
い
う
ぐ
あ
い

に
つ
き
る
。
も
し
性
は
ひ
と
つ
の
物
だ
と
い
う
な
ら
、
落

ち
着
き
ど
こ
ろ
が
出
て
く
る
が
、
こ
れ
は
心
を
語
っ
た
も

の
で
、
性
で
は
な
い
。
あ
た
か
も
穀
物
を
語
っ
て
、
そ
の

中
の
生
理
を
語
っ
た
の
で
は
な
い
よ
う
だ
。（
問
性
。
語

玉
階
曰
、
放
下
都
無
、
提
起
便
有
。
不
做
不
成
、
做
無
不

成
、
便
是
此
個
物
也
。
心
如
穀
子
、
性
如
穀
子
中
生
理
。

乾
閣
在
那
里
、
便
枯
槁
。
種
入
土
、
則
勃
勃
然
生
、
灌
漑

鋤
耨
、
則
翼
翼
焉
長
。
長
無
不
成
、
遂
胤
多
種
、
生
生
無

窮
、
如
是
而
已
。
若
説
性
是
一
物
、
有
着
落
、
便
是
説

心
、
不
是
性
也
。
猶
之
説
穀
子
、
非
説
其
中
生
理
也
。
八

四
九
頁
・
巻
一
一
・
二
葉
）

　

最
後
に
、
身
心
を
構
成
す
る
気
と
、
性
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
基
本
的
に
、
気
と
は
不
即
不
離
と
さ

れ
る
。

　

工
夫
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
た
だ
気
質
だ
け
が
あ
ら
わ
れ

る
。
ひ
と
た
び
工
夫
を
行
え
ば
、
性
で
あ
る
。
気
質
と

は
、
性
の
本
体
で
あ
る
。
性
と
は
、
気
質
の
作
用
で
あ

る
。
ひ
と
つ
と
い
え
ば
ひ
と
つ
だ
し
、
ふ
た
つ
と
い
え
ば

ふ
た
つ
で
あ
る
。（
不
用
工
夫
、
止
顯
氣
質
。
一
用
工

夫
、
便
是
性
。
氣
質
者
、
性
之
本
體
。
性
者
、
氣
質
之
作

用
。
説
一
是
一
、
説
二
是
二
。
六
九
五
頁
・
巻
二
・
一
九

葉
）

　

性
と
気
は
ひ
と
つ
で
あ
る
。
存
心
し
て
功
夫
を
す
れ

ば
、
性
で
あ
る
。
存
心
せ
ず
功
夫
を
し
な
け
れ
ば
気
で
あ

る
。
こ
れ
は
生
と
不
生
の
差
異
で
あ
る
。
そ
こ
で
生
理
は

性
で
あ
り
、
不
生
は
気
で
あ
る
。
そ
の
体
は
ひ
と
つ
で
あ

っ
て
二
つ
に
変
ず
る
。（
性
與
氣
一
也
。
存
心
加
功
、
則

爲
性
。
不
存
心
加
功
、
則
爲
氣
。
此
生
與
不
生
之
異
。
故

生
理
爲
性
、
不
生
爲
氣
、
其
體
一
而
變
有
二
。
八
五
九

頁
・
巻
一
二
・
七
葉
）
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気
を
そ
の
ま
ま
性
と
し
た
場
合
、
所
与
の
も
の
と
し
て
の
側

面
が
強
く
な
り
、
功
夫
を
な
す
主
体
性
が
減
殺
さ
れ
る
危
険
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
一
往
別
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
身

心
の
現
実
に
即
し
て
性
を
考
え
る
張
沐
と
し
て
は
、
朱
子
学
の

よ
う
に
全
く
別
と
も
し
な
い
。

　

以
上
、
功
夫
の
主
体
性
を
性
と
し
て
認
め
よ
う
と
す
る
強
い

傾
向
の
も
と
に
展
開
し
た
の
が
、
張
沐
の
人
性
論
で
あ
っ
た
。

三
︑
張
沐
に
お
け
る
本
来
聖
人
性

　

こ
う
し
て
、
功
夫
重
視
の
立
場
か
ら
、
性
を
現
成
の
も
の
に

か
け
ず
、
人
間
の
主
体
的
選
択
に
関
わ
る
功
夫
に
か
け
て
い
っ

た
張
沐
で
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
、
な
お
も
本
来
聖
人
の
発

想
を
脱
却
し
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
以
下
の
天
と

人
と
の
関
係
の
把
握
に
明
瞭
で
あ
る
。
一
方
で
は
彼
は
人
が
天

に
打
ち
勝
つ
モ
チ
ー
フ
を
語
る
。

　

質
分
は
自
分
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
工
夫
は
自
分

に
よ
る
も
の
だ
。
受
け
た
素
質
は
天
命
に
ま
か
せ
る
が
、

工
夫
の
方
は
天
命
に
ま
か
せ
な
い
。
か
ん
が
え
て
み
る

と
、
天
は
た
し
か
に
人
に
勝
て
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
れ

は
命
で
あ
る
。
人
も
た
し
か
に
天
に
勝
て
る
と
こ
ろ
が
あ

り
、
そ
れ
は
性
で
あ
る
。
質
分
が
弱
い
の
は
、
わ
た
し
を

生
ん
だ
も
の
の
過
失
だ
が
、
工
夫
が
弱
い
の
は
、
わ
た
し

が
生
ん
だ
過
失
だ
。
も
み
合
う
中
で
、
こ
う
し
た
い
と
思

え
ば
こ
う
な
る
の
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
天
が
来
て
も
こ

れ
を
阻
む
こ
と
は
で
き
な
い
。（
質
分
不
由
我
、
工
夫
却

由
我
。
稟
賦
任
他
天
命
、
工
夫
却
不
任
他
天
命
、
算
來
算

去
、
天
定
有
能
勝
人
處
、
命
也
。
人
定
亦
有
能
勝
天
處
、

性
也
。
質
分
弱
、
是
生
我
者
之
過
。
工
夫
弱
、
是
我
生
之

過
。
扎
掙
起
來
、
要
如
此
、
便
如
此
、
更
有
個
天
來
攔
阻

不
成
。
六
七
二
頁
・
巻
一
・
一
二
葉
）

　

し
か
し
、
一
方
で
は
天
人
の
一
致
を
語
る
。

　

天
に
は
ど
う
い
う
理
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
元
気
よ
く
め

ぐ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
ひ
と
は
こ
の
理
を
得
て

人
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
ま
た
天
と
二
理
は
な
い
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
天
理
と
い
う
。（
天
有
何
理
？
健
行
而
已

矣
。
人
得
此
理
以
爲
人
、
亦
與
天
無
二
理
、
故
曰
天
理
。

六
七
九
頁
・
巻
一
・
二
七
葉
）

　

天
理
と
は
、
乾
で
あ
る
。
乾
と
は
、
恐
れ
お
の
の
く
こ

と
で
あ
る
。
人
は
乾
の
理
を
得
て
生
ま
れ
、
物
に
触
れ
れ
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ば
恐
れ
る
こ
こ
ろ
が
生
ず
る
。
こ
れ
は
天
が
自
分
に
与
え

た
も
の
で
あ
り
、
人
が
ど
う
に
か
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
こ
で
、
戒
慎
恐
惧
の
心
は
、
天
が
命
じ
た
性
に
し

た
が
う
（
率
）
理
で
あ
り
、
こ
こ
が
天
理
の
も
っ
と
も
ず

ば
り
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
事
物
に
従
っ
て
す
べ
て
に
天
理

が
あ
る
と
い
う
の
は
、
み
な
こ
の
一
理
が
様
々
な
形
に
散

ら
ば
っ
た
も
の
で
あ
る
。
人
が
も
し
こ
の
戒
慎
恐
惧
の
一

念
を
喪
失
し
た
ら
、
事
事
物
物
す
べ
て
理
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。（
天
理
者
乾
也
。
乾
者
戰
懼
之
義
也
。
人
得
乾

理
而
生
、
觸
物
則
生
戰
懼
之
心
、
此
天
之
所
與
我
、
非
人

之
所
能
爲
也
。
故
戒
愼
恐
懼
之
心
、
即
天
命
率
性
之
理
、

此
天
理
最
的
確
處
。
若
隨
物
隨
事
皆
有
天
理
、
皆
此
一
理

之
散
殊
者
也
。
人
若
喪
失
此
戒
愼
恐
懼
一
念
、
事
事
物

物
、
都
無
理
矣
。
六
七
九
頁
・
巻
一
・
二
七
葉
）

　

功
夫
を
す
る
心
を
含
め
て
、
天
と
の
一
致
の
方
向
性
は
堅
持

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
万
物
の
理
も
、
即
物
窮
理
の
必
要

を
主
張
す
る
け
れ
ど
も
、
一
方
で
、
心
へ
の
万
理
の
具
備
を
語

る
。　

わ
れ
わ
れ
の
心
の
理
が
完
備
し
て
い
な
い
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
た
だ
、
か
つ
て
体
験
し
た
こ
と
が
な
い
の

で
、
と
っ
さ
に
思
慮
が
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。
古
人
は
大

勢
お
り
、
経
歴
は
あ
ま
ね
く
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
。
い
ず

れ
も
思
慮
が
す
で
に
及
ん
だ
道
筋
が
存
在
す
る
。
そ
こ
で

普
段
か
ら
博
学
・
審
問
・
慎
思
・
明
辨
を
行
い
、
わ
が
心

の
用
を
助
け
な
く
て
は
い
け
な
い
。
こ
れ
は
外
の
力
を
借

り
て
い
る
よ
う
だ
が
、
実
は
我
々
の
心
に
本
来
具
備
し
た

理
だ
。（
非
吾
心
之
理
有
不
備
。
只
縁
不
曾
經
過
、
倉
卒

思
慮
不
到
。
古
人
多
矣
、
經
歴
徧
矣
、
皆
有
思
慮
已
到
之

路
。
故
平
日
不
可
不
博
學
審
問
愼
思
明
辨
、
以
助
吾
心
之

明
。
雖
似
有
借
於
外
、
却
皆
吾
心
本
備
之
理
。
八
五
一

頁
・
巻
一
一
・
六
葉
）

　

こ
う
し
た
、
天
と
人
の
一
致
、
万
理
の
人
心
へ
の
具
備
、
と

い
っ
た
主
張
を
み
る
と
、
実
は
張
沐
は
、
基
本
的
に
は
本
来
聖

人
的
磁
場
に
立
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
本
来
性
を
輝
か
す

道
と
し
て
、
存
養
を
高
く
位
置
づ
け
た
の
で
あ
っ
た
。
張
沐
自

身
が
強
く
孔
子
の
学
は
「
心
学
」
だ
と
い
い
、
ま
た
唐
鑑
が

「
心
宗
学
案
」
と
名
づ
け
た
の
も
、
こ
う
し
た
彼
の
本
来
聖
人

的
枠
組
み
の
保
有
か
ら
す
れ
ば
、
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
い

わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
か
し
、
彼
が
特
定
の
功
夫
に



『言語・文化・社会』第 15 号

二五

よ
っ
て
完
璧
な
る
本
性
の
完
全
露
呈
と
い
う
一
種
の
超
脱
を
得

て
、
以
後
は
意
識
的
努
力
を
行
わ
ず
と
も
、
自
然
に
至
善
な
る

行
動
が
と
れ
る
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
否
定
し
、
終
生
努
力
し
続

け
て
習
熟
す
る
こ
と
を
通
じ
て
功
夫
が
習
慣
化
し
、
容
易
に
な

る
と
い
う
こ
と
し
か
主
張
し
な
か
っ
た
の
は
、
本
来
聖
人
の
枠

組
み
の
拘
束
力
の
後
退
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

な
お
、
張
沐
の
著
作
を
読
ん
で
き
わ
め
て
興
味
深
い
こ
と
が

ひ
と
つ
あ
る
。
聖
人
の
心
が
、
存
養
が
深
い
の
で
死
後
も
滅
び

な
い
の
で
は
な
い
か
、
深
山
に
今
も
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
と
す
る
、
あ
た
か
も
神
仙
と
み
る
が
ご
と
き
観
念
が
人
々

の
間
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
の
報
告
で
あ
る
。
彼
は
こ
れ
を
否

定
し
て
い
る
が
、
民
間
に
近
い
レ
ベ
ル
で
、
儒
教
の
聖
人
が
い

か
に
見
ら
れ
て
い
た
か
を
伺
わ
せ
て
く
れ
る
証
言
と
し
て
、
き

わ
め
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
引
用
し
て
お

く
。　

質
問
。
聖
人
は
存
養
の
功
夫
を
す
る
こ
と
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
死
ん
だ
と
き
そ
の
心
は
き
っ
と
滅
せ
ず
、
人

と
は
違
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

答
え
。
違
う
。
質
問
。
聖
人
は
こ
の
と
こ
ろ
は
語
ら
な
か

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
答
え
。
も
し
そ
ん
な
理
が
あ

れ
ば
、
ど
う
し
て
語
ろ
う
と
し
な
い
な
ど
と
い
う
こ
と
が

あ
ろ
う
か
。（
問
、
聖
人
存
養
功
夫
深
。
死
時
其
心
必
有

不
滅
、
異
於
人
者
否
。
曰
否
。
問
、
聖
人
或
是
不
肯
説
這

一
段
。
曰
果
有
此
理
、
又
何
不
肯
説
之
有
乎
。
八
二
八

頁
・
巻
一
〇
・
一
一
葉
）

　

正
誼
が
言
っ
た
。
人
は
、
聖
人
は
死
な
ず
、
孔
子
・
顔

回
は
今
も
世
に
あ
る
、
と
伝
え
て
い
ま
す
。
深
山
で
見
か

け
た
人
も
お
り
ま
す
が
、
こ
う
い
う
理
も
あ
る
ん
で
し
ょ

う
ね
。
仲
誠
が
言
っ
た
。
こ
れ
は
こ
の
う
え
な
く
鄙
俗
な

言
い
伝
え
だ
。
自
分
の
心
が
明
か
で
な
か
っ
た
ら
、
ど
う

し
て
信
じ
な
い
で
い
ら
れ
よ
う
。
こ
の
言
葉
を
伝
え
た
の

は
、
誰
だ
ろ
う
。
孔
子
・
顔
回
が
山
中
に
い
る
の
を
見
た

の
は
、
誰
だ
ろ
う
。
わ
た
し
は
見
た
こ
と
が
な
い
し
、
君

も
み
た
こ
と
が
な
い
。
…
も
し
ほ
ん
と
に
そ
う
だ
と
信
じ

た
ら
、
馬
鹿
者
だ
。（
正
誼
曰
、
人
傳
聖
人
不
死
。
孔
顔

至
今
尚
在
。
有
人
於
深
山
見
者
、
或
有
是
理
。
仲
誠
曰
、

此
至
鄙
至
俗
之
諺
傳
也
。
吾
心
不
明
、
何
能
不
信
？
傳
此

言
者
、
誰
也
？
見
孔
顔
在
山
中
、
誰
也
？
我
未
之
見
、
子

亦
未
之
見
也
。
…
若
眞
信
爲
然
、
則
癡
矣
。
七
四
八
頁
・

巻
五
・
一
一
葉
）
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お
わ
り
に

　

張
沐
は
、
基
本
は
本
来
聖
人
の
枠
組
み
に
乗
っ
て
い
な
が

ら
、
功
夫
の
持
続
不
可
欠
論
を
主
張
す
る
こ
と
か
ら
、
人
間
の

善
は
後
天
的
に
開
発
・
拡
充
さ
れ
る
の
だ
、
と
す
る
議
論
を
展

開
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
功
夫
重
視
の
視
点

が
、
功
夫
こ
そ
性
だ
と
す
る
議
論
を
誘
い
、
そ
の
中
で
、
善
の

後
天
的
形
成
論
を
、
全
体
と
し
て
は
十
分
な
整
合
性
は
な
い
も

の
の
、
展
開
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
陳
確
、
或
い
は

銭
一
本
（
一
五
三
九
─
一
六
一
〇
）
ら
と
同
じ
く11
、
意
識
的
功

夫
の
持
続
の
不
可
欠
性
の
認
識
こ
そ
が
、
張
沐
の
場
合
に
も
、

善
の
後
天
的
形
成
論
を
導
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

　

今
後
は
更
に
事
例
を
収
集
し
て
、
明
末
か
ら
清
初
に
か
け
て

こ
う
し
た
モ
チ
ー
フ
の
広
が
り
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た

か
、
確
認
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
る
。

※
本
稿
は
、
平
成
二
七
年
度
学
習
院
大
学
外
国
語
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
中
国
近
世
思
想
に
お
け
る
言
葉

と
思
惟
初
探
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注1　

拙
稿
「
劉
宗
周
か
ら
陳
確
へ
─
宋
明
理
学
か
ら
清
代
儒
教
へ
の
転

換
の
一
様
相
」『
日
本
中
国
学
会
』
五
三
・
二
〇
〇
一
年
。

2　

張
沐
は
、
明
末
の
河
南
省
上
蔡
県
に
生
ま
れ
、
若
く
し
て
李
自
成

の
乱
な
ど
を
経
験
し
た
後
、
清
朝
に
入
っ
て
進
士
と
な
り
（
順
治
一

五
年
戊
戌
・
一
六
五
八
年
）、
河
南
省
内
黄
県
知
県
な
ど
の
地
方
官

を
経
て
、
退
任
し
た
あ
と
は
主
と
し
て
講
学
活
動
に
従
事
し
た
人
物

で
あ
る
。
当
時
の
有
力
な
儒
学
者
で
あ
る
孫
奇
逢
（
一
五
八
五
─
一

六
七
五
）・
顔
元
（
一
六
三
五
─
一
七
〇
四
）
ら
と
の
交
流
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
生
卒
年
・
事
績
・
著
作
な
ど
は
、
孫
海
波
「
張

起
菴
学
記
」『
中
国
近
三
百
年
学
術
思
想
論
集
』（
存
萃
学
社
編
集
・

周
康
燮
主
編
、
崇
文
書
店
一
九
七
一
所
収
。
も
と
『
中
和
月
刊
』
第

一
巻
一
九
四
〇
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
論
文
は
、
張
沐
思
想
に
つ

い
て
の
唯
一
の
本
格
的
研
究
成
果
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
発
見
・
閲
読

で
き
た
の
は
、
林
文
孝
立
教
大
学
教
授
の
ご
厚
意
に
よ
る
。
記
し
て

謝
意
を
表
し
た
い
。

3　
『
遡
流
史
學
鈔
』
の
書
名
は
、
遡
流
史
・
學
鈔
と
切
る
べ
き
も
の

で
あ
る
。「
遡
流
史
」
に
つ
い
て
は
、
張
沐
は
「
遡
流
史
學
鈔
説
」

（『
遡
流
史
學
鈔
』
巻
首
）
に
お
い
て
「
余
之
日
記
課
本
也
」
と
い

い
、「
始
己
亥
（
順
治
一
六
年
・
一
六
五
九
）、
遊
江
淮
、
於
舟
中
感

水
哉
水
哉
之
意
、
製
冊
而
名
。
凡
自
己
日
間
言
行
、
及
所
見
聞
、
天

地
古
今
人
物
山
川
旅
遇
之
異
、
及
一
切
友
朋
往
復
之
書
劄
、
辨
論
之

言
語
、
無
弗
記
載
、
而
皆
寓
得
失
懲
勸
於
中
、
欲
其
心
勿
忘
、
如
水

之
流
、
不
可
斷
裂
也
、
偶
忘
、
即
掲
冊
視
之
以
自
治
也
」
と
語
っ
て
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い
る
。
ま
た
侯
喜
敬
の
序
（
同
巻
首
）
に
は
、「
夫
子
日
記
課
本
、

名
爲
遡
流
史
者
、
正
窮
工
夫
之
源
流
者
也
」
と
あ
る
。「
學
鈔
」
に

つ
い
て
は
、「
鈔
説
」
に
は
「
從
學
士
子
、
往
往
摘
其
談
學
欵
段
、

好
爲
飜
閲
、
因
命
簡
選
可
者
、
挨
年
順
月
、
鈔
録
成
本
、
以
便
講

習
、
而
各
屬
以
所
在
地
爲
某
録
云
」
と
あ
り
、
侯
序
に
「
人
有
聞
其

説
而
不
能
無
疑
、
其
相
與
質
證
者
、
又
悉
摘
要
、
著
於
學
鈔
一
書
」

と
あ
る
。
張
沐
が
自
ら
記
録
し
た
学
術
関
係
の
雑
記
集
で
あ
る
「
遡

流
史
」
を
も
と
に
、
従
学
の
士
が
時
系
列
に
沿
っ
て
抄
出
整
理
し
た

も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
全
二
〇
巻
だ
が
、
巻
末
の
遊
梁
講
語

は
、
付
録
扱
い
と
い
う
。

　
　

な
お
『
四
庫
提
要
』
巻
九
七
で
は
、
本
書
に
つ
い
て
「
其
講
學
之

語
」
と
あ
り
、「
史
論
」
で
は
な
い
の
に
、
な
ぜ
「
史
學
」
と
い
う

の
か
は
、
本
人
の
言
明
が
な
い
の
で
、
わ
か
ら
な
い
、
と
し
て
い

る
。
こ
れ
は
題
名
の
切
り
方
を
誤
っ
た
コ
メ
ン
ト
と
み
ら
れ
る
。

　
　

本
書
は
、
最
終
的
に
は
、
比
較
的
晩
年
に
お
い
て
ま
と
め
ら
れ
た

も
の
で
（「
鈔
説
」
に
は
、
康
煕
甲
戌
・
一
六
九
四
の
記
年
が
あ

る
）、
本
書
に
よ
っ
て
彼
の
思
想
を
か
な
り
の
質
・
量
に
わ
た
っ
て

詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
、
本
書
を
も
と
に
張
沐
の
思
想
の
輪
郭
を

と
ら
え
る
こ
と
は
、
十
分
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
彼
は
自
ら
「
余

學
之
得
失
淺
深
、
隨
時
而
見
於
言
論
者
、
無
容
隱
飾
、
而
學
者
亦
可

即
余
之
因
時
加
進
、
以
求
學
之
所
從
入
而
從
得
者
矣
」
と
語
っ
て
い

る
。
な
お
、
張
沐
は
「
此
録
起
丁
未
（
康
煕
七
年
・
一
六
六
七
）、

以
前
載
學
道
六
書
中
」（
鈔
説
）
と
語
っ
て
お
り
、
本
書
以
前
に
著

さ
れ
た
重
要
な
思
想
的
著
作
に
『
學
道
六
書
』
が
あ
る
。
更
に
は
、

『
爲
學
次
第
』・『
道
一
録
』
な
ど
も
、
同
じ
く
本
書
以
前
の
重
要
な

思
想
的
著
作
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
諸
著
作
は
残
念
な
が

ら
筆
者
未
見
で
あ
る
。

4　

孫
海
波
前
掲
論
文
三
四
頁
参
照
。

5　

こ
こ
に
述
べ
た
張
沐
の
功
夫
論
の
梗
概
に
つ
い
て
は
、
孫
海
波
前

掲
論
文
に
豊
富
な
引
例
を
ふ
ま
え
た
記
述
が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た

い
。

6　

張
沐
の
王
守
仁
と
朱
熹
の
思
想
へ
の
評
価
に
は
、
時
間
的
な
変
化

が
あ
る
。
当
初
は
王
守
仁
に
傾
倒
し
、
後
に
朱
熹
も
評
価
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
孫
海
波
前
掲
論
文
参
照
。
こ
こ
で
の
叙
述
は
変
化
の
後

の
両
者
へ
の
対
応
を
並
列
的
に
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。

7　

孫
海
波
前
掲
論
文
二
八
─
九
頁
参
照
。

8　

従
っ
て
、
王
畿
（
一
四
九
八
─
一
五
八
三
）・
周
汝
登
（
一
五
四

七
─
一
六
二
九
）
ら
の
よ
う
に
、
本
性
の
現
成
を
強
調
し
、
無
作
為

を
主
張
す
る
立
場
に
対
し
て
は
、
張
沐
は
厳
し
く
批
判
す
る
。

9　

拙
稿
「
陈
确
的
非
本
来
性
儒
学
思
想
」『
国
际
儒
学
研
究
』
一

〇
・
国
际
儒
学
联
合
会
・
二
〇
〇
〇
参
照
。

10　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
発
表
時
に
、
明
治

大
学
の
本
間
次
彦
氏
か
ら
示
唆
を
頂
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た

い
。

11　

な
お
、
張
沐
の
場
合
、
道
心
・
人
心
概
念
も
こ
の
「
生
理
」
を
め

ぐ
る
論
点
と
通
ず
る
観
点
か
ら
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
、

自
分
で
自
分
は
ま
ず
い
な
と
思
う
心
、
不
安
な
心
、
こ
れ
が
人
心
、

そ
し
て
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
心
を
存
し
反
省
し
て
道
理
を
つ
か
む
の
が

道
心
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
學
者
試
省
此
心
體
、

是
個
會
恐
懼
的
否
？
人
之
聰
明
盡
出
於
此
。
故
曰
人
心
惟
危
。
試
省
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此
心
體
、
若
嘿
自
存
一
存
、
反
一
反
、
便
會
有
道
理
否
？
纔
不
存
不

反
、
便
没
道
理
否
。
天
下
道
理
盡
出
於
此
、
故
曰
道
心
惟
微
。
自
堯

舜
窺
原
、
説
出
此
話
、
最
得
力
。」（
七
〇
五
─
六
頁
・
巻
三
・
一
─

二
葉
）
と
い
う
発
言
を
参
照
。

12　

銭
一
本
の
工
夫
重
視
と
本
来
聖
人
か
ら
の
逸
出
傾
向
に
つ
い
て

は
、
拙
稿
「
明
末
に
お
け
る
“
拡
充
”“
成
性
”
論
の
展
開
：
銭
一

本
・
孫
慎
行
を
陳
確
と
の
関
係
に
お
い
て
論
ず
」『
言
語
・
文
化
・

社
会
』
一
四
・
学
習
院
大
学
外
国
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
・
二
〇
一

六
を
参
照
。
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Zhang Mu’s “Nature is Effort” 
 and Its Background

Masaya Mabuchi

　　The Chinese Confucian scholar Zhang Mu（張沐 ; 1618-1702）, active 
during the early Qing dynasty, asserted that “Nature is Effort”（性是功夫）. 
At the same time, he denied the presupposition that was shared by almost all 
Confucian scholars during the Song, Yuan and Ming periods, namely that the 
four Confucian virtues of benevolence, justice, courtesy and wisdom（仁 義 礼
智）are innately bestowed on the human mind.
　　Zhang adopted certain elements of the theories of the Zhuzixue（朱子
学）and Yangmingxue（陽明学）schools of thought, and created a simpler 
system of Confucian daily practice. In this system, cunxin（存心）, deliberately 
maintaining a righteous state of mind, plays an essential role. He exquisitely 
connected cunxin with the reading of the classics（読書）and investigating 
principles in things（即物窮理）, thereby providing a simple and acceptable 
version of the practice of Confucian theory.
　　On the other hand, in his effort to emphasize the importance of daily 
practice, he tended to deny the basic presupposition of Song-Ming Confucian 
scholarship that humans have perfect nature in their mind a priori, and 
claimed that human effort should be understood as a part of nature. 
Moreover, he at times asserted that humans have two natures: one is 
something bestowed by heaven as raw material, the other is human effort to 
accomplish virtues on the basis of the former nature.
　　Similar claims were made sporadically by contemporary Confucians, 
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including Chen Que（陳確）, Qian Yiben（銭一本）and others, who aimed to 
have Confucian scholars pay more attention to daily practice. In their view, 
the presupposition that humans are naturally bestowed with perfect virtue 
would mislead Confucian scholars into neglecting the indispensable 
importance of the ceaseless continuation of practice in order to become a 
virtuous person. They tried to revise this unfavorable side effect of the 
“original sage” theory and tended to disregard its theoretical basis, although 
they often still believed, subjectively, in the authenticity of this theory.




